
二
五

は
じ
め
に

　

山
本
竟
山
（
一
八
六
三
〜
一
九
三
四
）
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
前
期
に
わ
た
っ
て

活
躍
し
た
書
家
で
あ
り
、
天
皇
家
へ
の
上
書
代
筆
や
名
跡
碑
石
の
揮
毫
を
し
ば
し
ば

依
頼
さ
れ
、
多
く
の
子
弟
を
指
導
し
た
。
金
石
法
帖
や
書
画
な
ど
の
造
詣
が
深
く
、

蒐
集
品①

も
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

関
西
大
学
博
物
館
は
二
〇
一
八
年
に
山
本
家
か
ら
竟
山
の
書
、
絵
画
、
手
紙
な
ど

の
資
料
を
数
多
く
寄
贈
い
た
だ
い
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
、
竟
山
が
所
有

し
て
い
た
雅
印
二
七
五
顆
も
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
関
西
大
学
博
物
館
蔵
竟
山

印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
、
日
中
近
代
の
文
人
、
文
化
交
流
に
大
き
な
業
績
を

上
げ
た
山
本
竟
山
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
質
を
明

ら
か
に
す
る
。

一
、
山
本
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

竟
山
の
略
歴
を
記
す
と
、
竟
山
は
、
一
八
六
三
年
に
岐
阜
市
松
屋
町
の
紙
商
山
本

卯
兵
衛
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
を
卯
三
郎
、
の
ち
に
卯
兵
衛
を
な
の
り
、
字

が
由
定
と
い
い
、
繇
定
と
も
書
く
。
号
は
岐
山
の
ち
竟
山
と
改
め
、
別
号
に
聾
鳳
、

鳳
鳴
、
金
華
山
民
な
ど
が
あ
り
、
斎
号
を
餘
清
斎
と
い
う②

。

　

初
め
は
神
谷
簡
斎
か
ら
書
を
習
っ
た
が
、
一
八
八
八
年
に
明
治
三
筆
の
一
人
で
あ

る
日
下
部
鳴
鶴
（
一
八
三
八
～
一
九
二
二
）
の
門
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
鳴
鶴
の
師

楊
守
敬
（
一
八
三
九
～
一
九
一
五
）
の
こ
と
を
聞
き
、
一
九
〇
二
年
に
中
国
に
渡
り
、

楊
守
敬
を
訪
ね
た
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
七
回
（
一
九
〇
二
、
一
九
〇
三
、
一
九
〇
六
、

一
九
一
〇
、
一
九
一
二
、
一
九
二
一
、
一
九
三
〇
）
の
中
国
遊
学
を
果
し
、
呉
昌
碩
、

羅
振
玉
ら
と
交
わ
っ
て
金
石
学
、
古
碑
法
帖
を
研
鑽
し
た
。
一
九
〇
四
か
ら
一
九
一

二
年
ま
で
の
八
年
間
は
台
湾
総
督
府
の
文
化
顧
問
を
務
め
、
台
湾
書
道
の
発
展
に
大

い
に
貢
献
し
た
。
一
九
一
二
年
に
京
都
へ
移
住
し
て
か
ら
、
活
動
は
京
都
、
大
阪
を

中
心
に
広
が
り
、
関
西
の
書
道
界
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。
書
壇
に
お
い
て
泰
東

書
道
院
、
日
本
美
術
協
会
、
東
方
書
道
会
、
関
西
書
道
会
な
ど
の
顧
問
・
審
査
長

（
員
）
を
務
め
、
書
道
グ
ル
ー
プ
平
安
同
好
会
の
発
足
や
蘭
亭
会
を
は
じ
め
と
し
た
書

の
展
覧
会
を
主
催
・
協
力
し
た
な
ど
の
業
績
が
語
ら
れ
て
い
る③

。

　

さ
て
、
関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
の
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
二
七
五
顆
あ
り
、

印
鈕
に
は
神
獣
、
動
物
、
山
水
、
花
鳥
な
ど
の
題
材
が
彫
刻
さ
れ
て
お
り
、
素
材
は

石
、
木
、
竹
根
、
陶
器
、
鉄
、
銅
、
象
牙
、
水
晶
な
ど
多
様
で
あ
る
。

関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
山
本
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て施

　
　
　
　
　
燕



二
六

　

印
面
は
両
面
印
、
多
面
印
、
子
母
印
な
ど
を
合
わ
せ
て
数
え
る
と
、
三
〇
〇
面
に

の
ぼ
る
。
そ
の
中
身
は
、
姓
名
印
、
雅
号
印
、
堂
号
印
、
蔵
書
印
、
吉
語
印
、
詩
句

印
、
干
支
印
な
ど
様
々
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
竟
山
の
姓
名
、
字
、
号
を
刻
し
た
も

の
が
最
も
多
い
。
姓
名
、
字
を
刻
し
た
も
の
で
は
、「
山
本
卯
兵
衛
」、「
山
本
由
定
」、

「
山
本
繇
定
」、「
山
本
繇
」、「
臣
由
定
」、「
繇
定
」、「
繇
」
な
ど
の
ほ
か
、「
山
本
由

定
長
寿
」、「
繇
定
長
寿
」「
山
本
由
定
無
恙
」、「
山
本
繇
定
印
信
」
も
そ
れ
ぞ
れ
複
数

あ
り
、
揮
毫
し
た
書
作
品
の
大
き
さ
、
書
風
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
る
た
め
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
号
を
刻
し
た
も
の
で
は
、「
竟
山
」、「
鳳
鳴
」、「
鳳
鳴
岐
山
」、「
金
華
山

民
」、「
山
叟
」、「
七
十
老
人
」、「
張
子
虎
」
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
書
の
作
品
に

使
用
例
が
確
認
で
き
る
。
ほ
か
に
、「
竟
山
翰
墨
」、「
癸
丑
竟
山
」、「
竟
山
丁
巳
文

字
」
な
ど
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
成
語
・
詩
句
印
で
は
、「
澹
兮
若

海
」、「
曲
則
全
枉
則
直
」、「
勇
于
不
敢
」、「
知
足
不
辱
」、「
寵
為
下
」、「
安
平
大
」

な
ど
『
道
徳
経
』
を
典
拠
と
し
た
も
の
が
最
も
多
い
。
そ
の
ほ
か
、「
十
蔵
五
出
」、

「
受
天
百
禄
」、「
以
介
眉
寿
」、「
江
流
有
聲
断
岸
千
尺
」、「
渺
渺
兮
予
懐
」、「
足
吾
所

好
翫
而
老
焉
」、「
清
風
来
故
人
」、「
覚
今
是
而
昨
非
」、「
会
心
不
遠
」
な
ど
の
詞
句

印
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
中
国
の
古
典
作
品
を
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
刻
者

は
中
国
の
篆
刻
家
で
は
徐
星
州
、
呉
隠
、
趙
時
棡
、
金
鉄
芝
、
王
大
炘
、
張
瑞
芝
、

日
本
の
篆
刻
家
で
は
、
足
達
疇
邨
、
円
山
大
迂
、
浜
村
蔵
六
（
五
世
）、
園
田
湖
城
、

木
村
翠
蔭
、
奥
村
竹
亭
、
阪
井
呉
城
な
ど
の
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
無
落
款
の
刻
者
に
よ
る
も
の
も
多
数
あ
る
。
そ
し
て
、
無
落
款
の
も
の
の
中
に

は
鄧
石
如
、
趙
之
謙
、
呉
昌
碩
な
ど
の
名
家
の
篆
刻
を
模
し
て
刻
し
た
も
の
、
い
わ

ゆ
る
模
刻
印
も
数
少
な
く
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
、
竟
山
の
愛
用
印
、
愛
蔵
印
を
一

部
紹
介
す
る
。（【　

】
内
の
数
字
は
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
蔵
番
号
に
よ
る
。

側
款
に
あ
る
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。
各
印
章
の
寸
法
、
鈕
形
等
詳
細
は
文
末
の
「
関

西
大
学
博
物
館
蔵
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
覧
表
」
が
参
照
さ
れ
た
い
。）

（
１
）
愛
用
印

　
【
五
〇
、
四
九
】

園
田
湖
城
刻
対
印
「
繇
定
」、「
竟
山
」、
一
九
一
七
年

　
「
繇
定
」
は
側
面
に
「
丁
巳
四
月
穆
」
と
あ
り
、「
竟
山
」
は
「
清
卿
」
と
な
る
。

一
九
一
七
年
に
園
田
湖
城
が
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。《
春
雷
発
声
出
自
地
長
日
獨
坐
全

吾
天
》（
条
幅
、
個
人
蔵
）、《
臨
餘
清
斎
本
楽
毅
論
》（
折
帖
、
個
人
蔵
）、《
集
漢
西

狭
頌
碑
字
》（
条
幅
、
個
人
蔵
）
に
捺
印
さ
れ
て
い
る
。

　
【
七
二
、
五
】

徐
星
州
刻
対
印
「
山
本
繇
印
」、「
竟
山
」、
一
九
二
一
年

　
「
山
本
繇
印
」
は
側
款
に
「
竟
山
先
生
有
京
漢
之
行
道
出
海
上
、
暌
隔
十
年
豊
神
猶

昔
、
相
見
歓
然
、
為
刻
此
印
、
以
留
鴻
爪
云
。
辛
酉
春
呉
門
徐
星
周
記
。」、「
竟
山
」

は
「
七
十
老
人
星
州
作
于
滬
上
」
と
の
刻
字
か
ら
、
一
九
二
一
年
に
竟
山
が
六
回
目

の
中
国
遊
学
の
時
に
徐
星
州
（
一
八
五
三
～
一
九
二
五
）
が
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

《
楷
書
扁
額
（
従
善
如
流
）》（
個
人
蔵
）、《
行
書
扁
額
（
于
胥
楽
）》（
個
人
蔵
）、《
篆

書
一
行
（
大
吉
羊
）》（
個
人
蔵
）、《
草
書
七
言
律
（
山
園
小
梅
）》（
関
西
大
学
博
物

館
蔵
）
な
ど
の
作
品
に
二
顆
揃
え
て
鈐
印
さ
れ
て
い
る
。《
臨
張
金
界
奴
本
蘭
亭
序
》

（
一
九
三
二
、
個
人
蔵
）
に
は
「
竟
山
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
【
二
一
六
、
二
四
〇
】

金
鉄
芝
刻
対
印
「
繇
定
長
寿
」、「
竟
山
翰
墨
」、
一
九
二
三
年

　
「
繇
定
長
寿
」
は
側
面
に
「
漢
鋳
印
中
最
精
者
為
竟
山
先
生
法
家
製 

銕
芝
記
」
と



二
七

刻
ま
れ
、「
竟
山
翰
墨
」
は
「
封
泥
渾
石
中
含
秀
勁
意
味
有
不
可
思
議
之
妙 

非
工
力

深
邃
未
易
撫
儗
也 

時
癸
亥
冬
至
節 

銕
芝
記
」
と
の
側
款
が
あ
り
、
一
九
二
三
年
に

金
鉄
芝
が
そ
れ
ぞ
れ
漢
印
風
と
封
泥
風
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
繇
定
長
寿
」
は
、

竟
山
七
十
二
歳
の
作
品
《
隷
書
一
行
（
萬
歳
）》（
個
人
蔵
）、《
楷
書
二
行
（
凍
筆
新

詩
懶
冩
寒
爐
美
酒
時
温
）》（
個
人
蔵
）、《
尹
氏
簠
銘
》（
一
九
三
一
年
）、《
行
書
対
幅

（
韭
花
春
拓
帖
蕉
葉
夜
鐫
銘
）》（
個
人
蔵
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。《
隷
書
一
行
（
弥

栄
）》（
関
西
大
学
博
物
館
蔵
）
で
は
二
顆
揃
え
て
鈐
印
さ
れ
て
い
る
。
金
鉄
芝
（
一

八
九
三
～
一
九
七
三
）
は
、
呉
昌
碩
晩
年
の
高
弟
の
一
人
で
あ
る
。

　
【
九
〇
、
八
九
】

趙
時
棡
刻
対
印
「
山
本
繇
定
長
寿
」、「
鳳
鳴
岐
山
」、
一
九
二
三
年

　

精
緻
に
彫
刻
さ
れ
た
子
母
神
獣
鈕
の
対
印
で
あ
る
。「
山
本
繇
定
長
寿
」
は
側
面
に

「
趙
叔
孺
仿
漢 

竟
山
先
生
周
甲
榮
壽 

時
癸
亥
秋
七
月
」
と
あ
り
、「
鳳
鳴
岐
山
」
は

「
儗
列
國
鉥 

叔
孺
作
于
二
弩
精
舎
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
一
九
二
三
年
の
秋
、

竟
山
の
還
暦
を
祝
う
た
め
に
、
趙
時
棡
が
そ
れ
ぞ
れ
古
璽
風
と
漢
印
風
に
作
っ
て
贈

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。《
臨
晋
王
黄
門
郎
巻
》（
一
九
三
二
、
個
人
蔵
）

に
二
顆
揃
え
て
鈐
印
さ
れ
て
い
る
。
刻
者
の
趙
時
棡
は
清
末
民
初
の
篆
刻
家
、
書
家
、

画
家
で
あ
り
、
名
を
時
棡
、
字
を
紉
萇
、
号
は
叔
孺
で
晩
年
は
二
弩
老
人
と
称
し
た
。

　
【
三
三
】
足
達
疇
邨
刻
「
竟
山
翰
墨
」

　

側
款
に
「
疇
邨
作
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
制
作
年
は
不
詳
で
あ
る
。《
隷
書
一
行

（
心
静
即
身
涼
）》（
個
人
蔵
）、《
楷
書
二
行
（
至
人
之
心
如
珠
在
淵
常
人
之
心
如
瓢
在

水
）》（
一
九
三
三
、
個
人
蔵
）、《
臨
宴
敦
銘
》（
個
人
蔵
）、《
隷
書
二
行
（
常
将
堅
節

栖
孤
鶴
不
遣
高
枝
宿
衆
人
）》（
関
西
大
学
博
物
館
蔵
）
な
ど
の
作
品
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。

　
【
二
一
七
】
王
个
簃
刻
「
繇
定
長
寿
」、
一
九
三
〇
年

　

側
款
に
「
竟
山
先
生
法
家
正
刻 

庚
午
五
月
朔
日 

个
簃
王
賢
」
と
あ
り
、
一
九
三

〇
年
竟
山
が
七
回
目
の
中
国
遊
学
の
時
に
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
足
達

疇
邨
刻
「
竟
山
翰
墨
」
印
と
合
わ
せ
て
使
う
こ
と
が
多
い
。《
臨
宴
敦
銘
》（
個
人
蔵
）、

《
隷
書
二
行
（
常
将
堅
節
栖
孤
鶴
不
遣
高
枝
宿
衆
人
）》（
関
西
大
学
博
物
館
蔵
）
で
の

使
用
が
確
認
で
き
る
。
王
个
簃
（
一
八
九
六
～
一
九
八
九
）
は
、
名
を
賢
、
字
は
啓

之
と
い
い
、
个
簃
は
号
で
あ
る
。
幼
く
し
て
詩
文
、
金
石
、
書
画
を
好
み
、
二
十
七

歳
の
時
、
呉
昌
碩
に
師
事
し
、
昌
碩
晩
年
の
高
弟
と
な
っ
た
。

　
【
一
二
一
】
円
山
大
迂
刻
両
面
印
「
竟
山
画
記
」「
竟
山
」、
一
八
八
八
年

　
「
竟
山
画
記
」
の
側
款
と
し
て
「
戊
子
榴
花
月
於
東
武
斈
歩
盦
大
迂
生
」
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
一
八
八
八
年
に
円
山
大
迂
が
刻
し
た
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
両
面
と
も
趙

之
謙
が
一
八
五
七
年
に
何
澂
の
た
め
の
刻
印
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
澂
は
清
朝

後
期
の
書
家
、
画
家
で
、
字
は
鏡
山
と
い
い
、
竟
山
と
も
い
う
。
竟
山
は
趙
之
謙
の

印
に
頗
る
興
味
が
あ
る
よ
う
で
、
ほ
か
に
同
じ
く
趙
之
謙
が
何
澂
の
た
め
に
刻
し
た

【
一
一
五
】「
竟
山
拓
金
石
印
」、【
二
四
】「
竟
山
五
十
歳
後
作
」、【
二
四
二
】「
竟
山

七
十
歳
後
作
」
の
模
刻
印
を
愛
蔵
・
愛
用
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
竟
山
は

こ
の
印
の
「
竟
山
」
の
面
を
雅
号
印
と
し
て
で
は
な
く
、
遊
印
と
し
て
使
っ
て
い
る
。

《
函
皇
父
匜
銘
》（
個
人
蔵
）
は
そ
の
例
で
あ
る
。
一
方
、
制
作
年
代
か
ら
、
大
迂
は

も
と
も
と
こ
の
印
を
竟
山
の
た
め
に
刻
ん
だ
か
ど
う
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
竟
山
印

章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
大
迂
が
刻
し
た
印
は
ほ
か
に
【
五
九
】「
金
華
山
民
」（
側
款
：

「
戊
子
暮
春
之
吉
于
東
武
斈
歩
盦
旹
桜
花
已
謝
牡
丹
将
開
大
迂
陳
人
勒
石
」）
な
ど
大

迂
の
款
識
の
あ
る
も
の
が
三
顆④

あ
り
、
竟
山
と
大
迂
は
な
ん
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



二
八

　
【
九
四
】「
曲
則
全
枉
則
直
」　

　
「
曲
な
れ
ば
す
な
わ
ち
全
し
、
枉
が
れ
ば
即
ち
直
し
」
と
い
う
老
子
の
哲
学
を
語
る

言
葉
で
、《
隷
書
対
幅
（
置
身
秦
漢
以
上
所
居
廉
譲
之
間
）》（
個
人
蔵
）、《
楷
書
五
律

（
纔
過
衰
柳
渡
又
上
折
蘆
灘
談
咲
数
十
里
不
知
行
路
難
）》（
個
人
蔵
）、《
竟
山
画
石
》

（
関
西
大
学
博
物
館
蔵
）
に
鈐
印
が
確
認
さ
れ
る
。
印
の
側
面
に
「
歳
在
甲
寅 

大
正

三
年
暮
春 

曲
則
全
枉
則
直 

竟
山
先
生
出
此
語 

使
我
刻
之 

古
越
□
□
并
作
」
と
の

款
識
が
あ
る
が
、
陶
製
印
の
た
め
、
焼
成
時
の
ひ
び
割
れ
に
よ
り
欠
字
の
部
分
は
判

読
し
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
【
二
四
八
】「
強
其
骨
」

　

老
子
の
「
弱
其
志
強
其
骨
」（
人
々
の
欲
望
を
弱
く
し
て
、
そ
の
肉
体
を
強
く
す

る
）
か
ら
取
っ
た
言
葉
を
刻
ん
だ
も
の
で
、
引
首
印
と
し
て
好
ん
で
使
わ
れ
た
。《
函

皇
父
匜
銘
》（
個
人
蔵
）、《
行
書
対
幅
（
韭
花
春
拓
帖
蕉
葉
夜
鐫
銘
）》（
個
人
蔵
）
で

確
認
で
き
る
。
引
首
印
と
し
て
は
ほ
か
に
、【
六
九
】「
時
還
読
我
書⑤

」、【
一
一
六
】

「
曲
鑒⑥

」、【
一
六
九
】「
江
流
有
聲
断
岸
千
尺⑦

」、【
二
五
六
】「
長
楽
未
央⑧

」、
な
ど
も

愛
用
さ
れ
た
。

（
２
）
愛
蔵
印

　
【
三
】「
宝
董
室
」（
模
刻
印
）

　
「
宝
董
室
」
と
い
う
の
は
つ
ま
り
中
国
清
朝
後
期
の
文
人
、
蒐
集
家
沈
樹
鏞
（
一
八

三
二
～
一
八
七
三
）
の
堂
号
で
あ
る
。
沈
樹
鏞
は
金
石
を
好
み
、
書
画
、
碑
帖
の
蒐

集
品
が
豊
富
で
清
代
後
期
に
お
い
て
最
も
影
響
力
の
あ
る
蒐
集
家
の
一
人
で
あ
る
。

楊
守
敬
が
日
下
部
鳴
鶴
と
の
筆
談
（
一
八
八
八
）
の
中
で
、
当
時
中
国
の
好
古
家
を

触
れ
て
、
碑
帖
に
最
も
優
れ
た
も
の
を
収
蔵
し
て
い
る
の
は
沈
樹
鏞
だ
と
言
及
し
て

い
る⑨

。
一
方
、
沈
樹
鏞
は
書
家
、
画
家
、
篆
刻
家
の
趙
之
謙
（
一
八
二
九
～
一
八
八

四
）
と
親
し
く
、
趙
之
謙
は
沈
樹
鏞
の
使
用
印
を
多
数
刻
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
は

「
宝
董
室
」
で
あ
る
。
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
宝
董
室
」
は
趙
之
謙
が
刻
し
た

も
の
の
印
文
、
大
き
さ
、
印
風
だ
け
で
な
く
、
印
面
の
欠
け
た
部
分
ま
で
意
識
的
に

模
し
て
い
る
。
竟
山
が
第
四
回
（
一
九
一
〇
年
）
の
中
国
遊
学
の
際
に
入
手
し
た
書

幅
、
拓
本
、
法
帖
、
扇
面
、
書
籍
な
ど
の
品
々
を
自
ら
列
記
し
た
『
庚
戌
所
獲
品
目⑩

』

で
は
《
董
其
昌
臨
晋
唐
宋
名
賢
四
十
四
頁
大
帳
神
品
》
の
項
目
の
下
に
「
我
家
第
一

墨
宝
得
此
帖
自
称
宝
董
室
」
と
の
注
記
が
な
さ
れ
て
お
り
、
董
其
昌
の
書
を
入
手
し

た
竟
山
の
心
情
と
碑
帖
蒐
集
の
名
家
沈
樹
鏞
に
対
す
る
敬
慕
の
心
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
趙
之
謙
は
篆
刻
の
名
手
だ
け
で
な
く
、
清
代
後
期
に
流
行
し
た
碑
学
派
の
中

心
人
物
で
も
あ
り
、
竟
山
が
中
国
に
行
く
た
び
に
そ
の
作
品
を
集
め
て
い
た⑪

。
古
碑

法
帖
の
蒐
集
と
研
鑽
に
熱
心
な
竟
山
に
と
っ
て
沈
樹
鏞
と
趙
之
謙
に
ま
つ
わ
る
こ
の

「
宝
董
室
」
印
は
自
身
を
励
ま
す
一
顆
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
な
お
、
竟
山
印
章
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
は
同
じ
く
趙
之
謙
が
刻
し
た
【
一
一
六
】「
鄭
斎
」（
沈
樹
鏞
の
号
）
を

模
刻
し
た
も
の
も
所
蔵
し
て
い
る
。

　
【
一
一
八
】「
蘭
亭
」、【
八
八
】「
孺
初
」

　
「
蘭
亭
」
印
は
「
大
正
癸
丑
石
禅
作
」
と
の
款
識
が
あ
る
。
本
来
は
鉄
製
の
印
で
あ

る
が
、
錆
び
が
つ
い
て
、
火
に
焼
か
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。
一
九
一
三
年
（
大
正
癸
丑
）

に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
蘭
亭
会
」
の
記
念
品
と
し
て
作
ら
れ
た
木
製
の
丸
盆⑫

に
つ

い
て
い
る
「
蘭
亭
」
の
焼
印
は
つ
ま
り
こ
の
「
蘭
亭
」
印
に
よ
る
。
犬
養
毅
、
内
藤

湖
南
な
ど
が
会
場
で
王
義
之
の
『
蘭
亭
序
』
の
句
を
丸
盆
に
寄
書
き
し
た
も
の
が
残

さ
れ
て
い
る
。
作
者
の
石
禅
は
管
見
の
限
り
不
詳
で
あ
る
が
、
石
禅
の
款
記
の
あ
る

印
章
は
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ほ
か
に
も
数
顆
あ
り
、
竟
山
の
信
頼
を
得
て
い



二
九

る
篆
刻
家
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
竟
山
は
京
都
「
蘭
亭
会
」
の
首
唱
人
の
一
人
と

し
て
、
展
示
品
の
調
達
や
自
身
の
所
蔵
品
の
出
品
、
自
ら
『
蘭
亭
序
』
を
臨
書
す
る

な
ど
、
そ
の
準
備
に
奔
走
し
た
。
こ
の
「
蘭
亭
」
印
も
「
蘭
亭
会
」
の
た
め
に
注
文

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
同
じ
く
竟
山
の
功
績
に
ま
つ
わ
る
印
と
し
て
、「
孺
初
」
印
が
挙
げ
ら
れ

る
。
竟
山
が
師
の
楊
守
敬
か
ら
譲
っ
た
《
潘
存
臨
鄭
文
公
下
碑
》
を
も
と
に
刊
行
さ

れ
た
『
博
文
堂
影
印
潘
孺
初
先
生
臨
鄭
文
公
碑
』（
一
九
一
四
年
）
で
は
、「
孺
初
」

（
潘
存
の
号
）
の
朱
印
が
一
部
ず
つ
原
鈐
さ
れ
て
い
る
。
杉
村
邦
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
こ

の
印
は
当
時
刊
行
に
当
っ
て
誰
か
に
作
ら
せ
た
と
い
う⑬

。
関
西
大
学
博
物
館
蔵
竟
山

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
「
竟
山
珍
蔵
潘
孺
初
先
生
印
蛻
」（
手
紙
類

－
八
）
と
い
う
竟
山
の

自
筆
に
よ
る
封
筒
が
あ
り
、「
孺
初
」
を
実
押
印
さ
れ
た
も
の
が
入
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
「
孺
初
」
印
は
竟
山
が
所
有
し
て
い
た
潘
存
所
有
の
「
孺
初
」
印
の
印

影
を
も
と
に
作
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

　

右
記
の
二
顆
は
竟
山
の
自
用
印
で
は
な
い
が
、
歴
史
に
残
る
雅
会
の
開
催
に
協
力

し
、
日
本
近
代
の
書
道
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
碑
帖
を
将
来
し
普
及
さ
せ
た
な
ど
、

日
中
の
書
道
交
流
に
お
け
る
竟
山
の
功
績
を
物
語
る
二
顆
で
あ
る
。

二
、
山
本
竟
山
と
日
中
篆
刻
家
の
交
流

　

第
一
章
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
日
中
の
著
名

な
篆
刻
家
に
よ
る
も
の
が
多
数
あ
る
。
実
際
、
そ
れ
ら
の
印
章
を
刻
ん
だ
篆
刻
家
の

中
に
、
竟
山
と
交
流
の
深
い
人
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
呉
昌
碩
が
竟
山
と
最
も

親
交
の
あ
る
一
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

呉
昌
碩
（
一
八
四
四
～
一
九
二
七
）
は
中
国
近
代
の
書
、
画
、
篆
刻
の
巨
匠
で
、

西
泠
印
社⑭

の
初
代
社
長
を
務
め
、
金
石
資
料
を
収
集
す
る
な
ど
大
き
な
業
績
を
世
に

残
し
た
。
門
下
に
は
斉
白
石
や
徐
星
州
な
ど
の
大
家
が
輩
出
し
た
。
河
井
荃
廬⑮

や
浜

村
蔵
六
（
五
世
）
な
ど
近
代
日
本
の
篆
刻
家
も
そ
の
刻
印
に
傾
倒
し
、
中
国
に
渡
り

呉
昌
碩
に
師
事
し
た
。
ま
た
、
呉
昌
碩
は
中
国
の
文
人
だ
け
で
な
く
、
日
下
部
鳴
鶴

や
長
尾
雨
山
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
文
人
、
学
者
と
も
広
く
交
友
し
、
近
代
日
中

の
文
化
交
流
を
語
る
に
欠
か
せ
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

　

杉
村
邦
彦
氏
と
蘇
浩
氏
に
よ
れ
ば
、
竟
山
は
一
九
〇
三
年
に
第
二
回
の
中
国
遊
学

を
果
た
し
た
際
、
日
下
部
鳴
鶴
の
紹
介
で
呉
昌
碩
と
交
流
を
始
め
た
と
い
う⑯

。
竟
山

印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
確
認
さ
れ
た
呉
昌
碩
の
刻
印⑰

は
一
顆
の
み
で
あ
る
が
、
実
際

の
交
友
の
中
で
、
呉
昌
碩
は
竟
山
の
銀
婚
式
を
祝
う
た
め
に
絵
を
描
い
た
り
、
竟
山

の
両
親
の
墓
碣
題
字⑱

を
揮
毫
し
た
り
す
る
な
ど
、
両
氏
は
か
な
り
親
交
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
呉
昌
碩
を
中
心
と
す
る
印
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
徐
星
州
、
呉

隠
、
王
大
炘⑲

、
張
瑞
芝
、
金
鉄
芝
、
葉
銘
、
王
个
簃
ら
の
篆
刻
家
が
お
り
、
竟
山
は

こ
れ
ら
の
篆
刻
家
と
も
印
を
通
し
て
交
流
を
行
っ
て
い
た
。
中
で
は
特
に
徐
星
州
と

呉
隠
が
竟
山
の
自
用
印
を
多
く
刻
し
た
。
以
下
、
印
章
の
側
款
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

竟
山
と
徐
星
州
、
呉
隠
と
の
交
流
状
況
を
考
察
す
る
。

　

徐
星
州
（
一
八
五
三
～
一
九
二
五
）
は
、
字
は
星
舟
、
別
に
星
州
、
星
洲
、
星
周

と
署
し
た
が
、
そ
の
う
ち
星
州
を
最
も
常
用
し
た
。
江
蘇
呉
県
の
人
で
あ
る
。
呉
昌

碩
の
印
に
敬
慕
し
、
師
弟
の
礼
を
と
っ
た
。
呉
昌
碩
晩
年
の
代
刻
者
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
が
、
刻
印
は
師
の
法
則
を
厳
守
し
な
が
ら
も
、
自
ら
の
風
韻
を
備
え
て
い

る⑳

。
徐
星
州
に
よ
る
竟
山
の
印
章
は
制
作
年
が
不
詳
な
も
の
を
含
め
て
、
十
六
顆
あ

る
。



三
〇

徐
星
州
刻
竟
山
印
章

　

一
九
〇
二
年

　
　
【
一
〇
五
】	�「
山
本
由
定
」、
側
款
：「
竟
山
先
生
、
東
京
博
雅
士
也
。
廣
徴
金
石

以
論
華
才
風
調
、
不
勝
欽
佩
。
係
賜
美
濃
佳
紙
罕
見
之
宝
、
愛
蔵

之
。
別
無
感
酬
爰
刻
石
印
一
方
、
聊
以
奉
贈
不
免
貽
笑
耳
。
光
緒

壬
寅
四
月
古
呉
徐
星
州
。
時
同
客
滬
上
而
。」

　
　
【
六
〇
】	

「
山
本
由
定
」、
側
款
：「
壬
寅
四
月
星
州
倣
泥
封
」　

　
　
【
七
五
】	�

「
鳳
鳴
岐
山
」、
側
款
：「
此
印
撫
漢
塼
為
竟
山
先
生
教
正 

壬
寅
四

月
星
舟
」

　
　
【
四
二
】	

「
竟
山
所
得
金
石
」、
側
款
：「
壬
寅
夏
星
州
刻
」

　

一
九
〇
三
年

　
　
【
二
二
】	�

「
餘
清
斎
」、
側
款
：「
癸
卯
二
月
撫
呉
譲
之
法 

即
請
竟
山
先
生
教

正 

古
呉
星
舟
」

　
　
【
二
五
】	

「
繇
定
」、
側
款
：「
癸
卯
仲
春 

為
竟
山
先
生
作 
星
舟
」

　
　
【
二
〇
四
】	�「
鳳
鳴
」、
側
款
：「
光
緒
癸
卯
三
月
為
竟
山
先
生
仿
漢 
即
請
教
我 

徐
星
州
記
」

　
　
【
七
八
】	�

「
山
本
繇
定
印
信
」、
側
款
：「
光
緒
癸
卯
夏
四
月 

撫
漢
将
軍
印 

以
贈
竟
山
先
生 

徐
星
舟
」　

　

一
九
一
〇
年

　
　
【
二
三
二
】	�「
鳳
鳴
所
見
金
石㉑

」、
側
款
：「
草
率
奏
刀
、
頗
得
呉
譲
之
意
味
。
古

人
云
欲
速
則
不
達
、
余
適
以
従
速
得
之
、
亦
出
於
偶
然
也
。
今
為

老
友
鳳
鳴
先
生
之
属
并
請
指
謬
。
庚
戌
夏
古
呉
徐
星
舟
記
于
滬

江
。」

　

一
九
二
一
年

　
　
【
七
二
】	�

「
山
本
繇
印
」、
側
款
：「
竟
山
先
生
有
京
漢
之
行
、
道
出
海
上
、
暌

隔
十
年
豊
神
猶
昔
、
相
見
歓
然
、
為
刻
此
印
以
留
鴻
爪
云
。
辛
酉

春
呉
門
徐
星
周
記
。」

　
　
【
五
】	

「
竟
山
」、
側
款
：「
七
十
老
人
星
州
作
于
滬
上
」

　
　
【
八
四
】	�

「
竟
山
審
定
」
側
款
：「
辛
酉
三
月
爲
竟
山
老
友
作
此
古
呉
徐
星

州
」

　

年
代
不
詳

　
　
【
二
】	

「
鳳
鳴
心
画
」、
側
款
：「
星
州
刻
贈
竟
山
先
生
」

　
　
【
四
六
】	

「
山
本
繇
定
長
寿
」、
側
款
：「
星
州
倣
漢
于
滬
」

　
　
【
二
六
八
】	

「
岏
由
定
」、
側
款
：「
新
周
」

　
　
【
二
一
四
】	

「
由
定
鳳
鳴
」、
側
款
：「
新
周
刻
」

　
【
一
〇
五
】
は
お
そ
ら
く
竟
山
と
徐
星
州
が
最
初
に
会
っ
た
時
に
刻
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
側
款
か
ら
当
時
の
状
況
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
竟
山
は
日
本
の
美

濃
紙
を
持
っ
て
徐
星
州
に
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
徐
星
州
は
大
い
に
喜
ん
で
、
そ
の
返
し

に
竟
山
の
姓
名
印
を
刻
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
竟
山
は
一
九
〇
三
、
一
九
一

〇
年
、
一
九
二
一
年
の
中
国
遊
学
時
も
徐
星
州
に
訪
ね
て
、
親
交
を
続
け
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
竟
山
が
一
九
二
一
年
に
中
国
に
わ
た
っ
た
時
の
日
記
（
四
月
二
四
日
）
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で
は
「
徐
星
舟
、
唐
熊
ト
両
人
ニ
テ
来
訪
。
印
十
五
方
、
五
十
一
字
刻
ヲ
託
ス
。
一

周
後
刻
成
。」
と
の
記
述
が
あ
り
、
印
十
五
顆
を
星
州
に
頼
む
と
書
い
て
い
る
が
、
お

そ
ら
く
竟
山
は
自
用
印
だ
け
で
な
く
、
知
人
か
ら
の
刻
印
の
依
頼
も
徐
星
州
に
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
竟
山
が
始
め
て
中
国
に
わ
た
っ
た
時
（
一
九
〇
二
年
）
か
ら
徐
星
州
と
交

流
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
つ
ま
り
竟
山
と
徐
星
州
と
の
交
流
は
、
呉

昌
碩
と
の
交
流
よ
り
も
一
年
早
い
。
す
な
わ
ち
、
徐
星
州
は
呉
昌
碩
の
一
番
弟
子
で

あ
る
が
、
徐
星
州
に
竟
山
を
紹
介
し
た
の
は
、
竟
山
と
親
交
の
あ
る
呉
昌
碩
で
は
な

い
。
お
そ
ら
く
、
竟
山
の
師
で
、
同
時
に
呉
昌
碩
と
徐
星
州
の
共
通
の
友
人
楊
守
敬

で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
竟
山
は
一
回
目
の
中
国
遊
学
で
武
昌
に
楊
守
敬
を

訪
ね
た
だ
け
で
な
く
、
金
石
を
通
し
て
徐
星
州
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
文
人
、
学

者
と
広
く
交
友
関
係
を
結
ん
だ
だ
ろ
う
。

　

続
い
て
竟
山
と
呉
隠
の
交
流
状
況
を
取
り
上
げ
る
。
呉
隠
（
一
八
六
七
～
一
九
二

二
）
は
、
本
名
を
金
培
と
い
い
、
字
を
石
潜
、
号
は
潜
泉
、
別
に
遯
盦
と
署
し
た
。

浙
江
紹
興
の
人
で
あ
る
。
幼
い
時
家
が
貧
し
く
、
郷
里
を
出
て
杭
州
へ
行
き
、
碑
版

の
彫
刻
を
習
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。
仕
事
の
余
暇
に
、
広
く
金
石
の
墨
本
を
読

み
、
葉
銘㉒

の
教
え
を
受
け
な
が
ら
、
学
問
、
技
芸
と
も
に
上
達
さ
せ
た
。
一
九
〇
四

年
、
丁
仁
、
王
褆
、
葉
銘
ら
と
西
泠
印
社
を
創
設
し
た㉓

。
呉
隠
に
よ
る
印
は
複
数
の

側
款
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
単
款
の
も
の
の
み
取
り
上
げ
る
。

呉
隠
刻
竟
山
印
章

　

一
九
〇
二
年

　
　
【
二
〇
】	�

「
繇
定
長
寿
」、
背
款
：「
光
緒
二
八
年
七
月
朔
日 

為
竟
山
先
生
作 

石
潜
呉
隠
」

　

一
九
〇
三
年

　
　
【
二
四
七
】	�「
竟
山
」、
側
款
：「
光
緒
廿
九
年
二
月
六
日 

山
陰
石
潜
呉
隠
刻
于

竟
山
先
生
文
房 

得
漢
□
銅
印
□
」

　

一
九
〇
六
年

　
　
【
五
一
】	�

「
山
本
由
定
」、
側
款
：「
光
緒
卅
二
年
冬
月 

為
竟
山
先
生
仿
撝
叔

法 

石
潜
呉
隠
作
」

　
　
【
一
五
】	�

「
鳳
鳴
」、
側
款
：「
石
潜
刻
于
海
上
」

　

側
款
に
記
さ
れ
た
印
章
の
制
作
年
か
ら
、
竟
山
と
呉
隠
の
交
流
は
徐
星
州
と
同
じ

く
竟
山
が
最
初
に
中
国
に
渡
っ
た
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
は
一
九
〇
二
、
一
九
〇
三
、
一
九
〇
六
年
の
印
章
の
み
残
っ
て
い
る
が
、
実
際

一
九
二
一
年
に
中
国
に
渡
っ
た
時
の
日
記
に
も
竟
山
が
呉
隠
を
訪
ね
た
こ
と
を
記
録

し
て
い
る
。
そ
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
竟
山
は
四
月
一
一
日
に
神
戸
港
か
ら
出
発
し
て

四
月
一
九
日
に
上
海
の
呉
淞
港
に
到
着
し
た
。
到
着
し
た
そ
の
翌
日
（
四
月
二
〇
日
）

に
呉
隠
を
訪
ね
た
。
詳
細
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
五
月
二
五
日
に
再
び
呉
隠
宅
を

訪
問
し
、
六
月
一
日
で
は
「
呉
石
潜
ヨ
リ
端
研
贈
来
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
竟
山
が

上
海
滞
在
中
は
呉
隠
と
数
回
面
会
し
た
。
一
九
二
二
年
呉
隠
が
没
す
る
ま
で
、
二
人

の
交
流
は
続
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
の
竟
山
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
呉
隠
の
名
刺㉔

が
三
枚
あ
り
、
い
ず
れ
も
呉
隠
か
ら
竟
山
宛
の
手
紙
替
わ

り
に
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
枚
で
は
、「
見
字
即
速
遇
我
一
観
印
色
」
と
書
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か
れ
て
い
る
。「
印
色
」
と
い
う
の
は
印
泥
の
こ
と
で
あ
る
。
呉
隠
は
刻
印
に
巧
み
な

だ
け
で
な
く
、
印
泥
作
り
も
得
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
お
そ
ら
く
印
泥
の
移
り
具
合
、

つ
ま
り
、
印
面
の
出
来
具
合
を
竟
山
と
一
緒
に
見
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
年
記
が
一
九
〇
三
年㉕

と
わ
か
る
一
枚
で
は
、「
今
日
如
得
暇
請
過
敝
館
訪
東
瀛

日
下
先
生
碑
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
二
人
の
交
遊
に
日
下
部
鳴
鶴
も
加
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
側
款
か
ら
判
明
し
た
日
本
の
篆
刻
家
に
円
山
大
迂
、
浜
村
蔵
六
（
五
世
）、

園
田
湖
城
、
足
達
疇
邨
、
木
村
翠
蔭
、
奥
村
竹
亭
、
阪
井
呉
城
が
い
る
が
、
こ
こ
で

は
、
印
章
の
数
が
最
も
多
い
園
田
湖
城
と
浜
村
蔵
六
（
五
世
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
す
る
。

　

園
田
湖
城
（
一
八
八
六
～
一
九
六
六
）
は
、
本
名
は
耕
作
、
字
は
清
卿
、
号
は
湖

城
、
平
盦
と
い
い
、
滋
賀
県
の
人
で
あ
る
。
中
国
の
古
印
を
収
集
し
、『
平
盦
蔵
古
印

譜
』、『
穆
如
清
風
室
考
蔵
古
漢
印
』
を
刊
行
す
る
ほ
か
、
平
安
印
会
、
同
風
印
社
を

主
宰
し
、
同
風
印
社
の
機
関
誌
『
印
印
』
を
刊
行
す
る
な
ど
、
日
本
の
篆
刻
界
を
牽

引
し
た
一
人
で
あ
る
。
園
田
湖
城
が
刻
し
た
印
は
年
代
不
詳
の
も
の
を
含
め
て
、
七

顆
あ
る
。

園
田
湖
城
刻
竟
山
印
章

　

一
九
一
三
年

　
　
【
二
一
八
】	�「
臨
蘭
亭
廿
六
幅
之
一
」、
側
款
：「
癸
丑
四
月
湖
城
作
」

　
　
【
二
一
九�

】	�「
集
蘭
亭
字
廿
六
對
之
一
」、
側
款
：「
竟
山
先
生
博
粲
湖
城
畊
刋

癸
丑
四
月
」

　

一
九
一
七
年

　
　
【
四
九
】	�

「
竟
山
」、
側
款
：「
清
卿
」

　
　
【
五
〇
】	�

「
繇
定
」、
側
款
：「
丁
巳
四
月
穆
」

　

年
代
不
詳

　
　
【
三
五
】	�

「
鳳
鳴
」、
側
款
：「
湖
城
刻
贈
竟
山
先
生
」

　
　
【
四
七
】	�

「
繇
定
」、
側
款
：「
畊
作
」

　
　
【
六
四
】	�

「
鳳
鳴
」、「
湖
城
刻
」

　

湖
城
と
竟
山
は
、
実
際
は
い
つ
か
ら
交
流
が
始
ま
っ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
湖

城
が
刻
ん
だ
印
章
か
ら
み
れ
ば
、
一
九
一
三
年
の
二
顆
が
最
早
の
も
の
と
な
る
。
そ

れ
ら
は
、
印
文
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
お
そ
ら
く
大
正
癸
丑
の
「
蘭
亭
会
」
の
た
め

に
、『
蘭
亭
序
』
の
臨
書
に
用
い
る
印
章
で
あ
ろ
う
。
竟
山
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
竟
山

は
同
じ
く
一
九
一
三
年
に
毎
週
一
回
同
好
の
士
と
書
学
を
中
心
に
研
究
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
金
曜
会
を
発
足
し
た
。
こ
れ
は
後
に
拡
大
し
、
平
安
書
道
会㉖

と
な
る
が
、

当
時
で
は
、
竟
山
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
碑
法
帖
な
ど
を
見
て
交
流
を
行
い
、
そ

の
参
加
者
に
湖
城
も
い
た
と
い
う
。「
蘭
亭
会
」
を
接
点
に
二
人
は
交
流
を
深
め
た
と

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
湖
城
が
一
九
一
四
年
に
自
身
が
刻
し
た
印
を
竟
山
の
教
示
を

求
め
る
た
め
に
送
っ
た
手
紙㉗

が
残
っ
て
い
る
。
手
紙
は
、
漢
の
肖
形
印
風
の
「
張
子

虎
」
朱
文
印
の
横
に
、「
竟
山
先
生
法
家
笑
正
甲
寅
暮
春
湖
城
作
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
湖
城
が
刻
し
た
そ
の
「
張
子
虎
」
印
の
原
石
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
竟
山
が
落
款
と
し
て
「
張
子
虎
」
を
好
ん
で
使
っ
て
い
た㉘

た

め
か
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
作
者
不
詳
の
も
の
を
含
め
て
三
顆
あ
る
。
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続
い
て
、
五
世
浜
村
蔵
六
（
一
八
六
六
～
一
九
〇
九
）
は
、
名
は
裕
、
字
を
有
孚
、

ま
た
は
無
咎
、
立
平
と
称
し
、
彫
虫
窟
主
人
と
号
し
た
。
四
世
蔵
六
に
つ
い
て
家
学

を
学
び
、
明
治
二
七
年
に
五
世
蔵
六
の
名
を
襲
名
し
た
。
秦
漢
の
古
印
、
金
文
、
瓦

当
を
学
び
、
呉
昌
碩
に
心
酔
し
、
河
井
荃
盧
に
し
た
が
っ
て
中
国
に
遊
び
、
呉
昌
碩
、

徐
星
州
を
は
じ
め
、
多
く
の
文
人
と
交
わ
っ
た
。
印
譜
に
『
旅
窗
戯
鐡
』、『
彫
虫
窟

印
薮
』、『
蔵
六
居
士
結
金
石
縁
』、『
蔵
六
金
印
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た㉙

。

浜
村
蔵
六
（
五
世
）
刻
竟
山
印
章

　

一
九
〇
二
年

　
　
【
二
三
】	�

「
山
本
由
定
」、
側
款
：「
蔵
六
衮
製
于
滬
上
客
舎
、
時
光
緒
二
十
八

年
四
月
望
日
。」

　

一
九
〇
八
年

　
　
【
三
一
】	�

「
閒
中
一
楽
」、
側
款
：「
残
夜
日
昇
東
海
春
、
仰
瞻
岳
雪
白
如
銀
、

紫
宸
殿
上
祥
雲
起
、
十
二
門
前
柳
色
新
。
戊
申
元
朝
試
刀
衮　

竟

山
先
生
正
。」

　
　
【
二
三
五
】	�「
由
定
戊
申
文
字
」、
側
款
：「
袞
作
」

　

年
代
不
詳

　
　
【
六
六
】	�

「
鳳
鳴
山
本
繇
定
」、
側
款
：「
袞
為
鳳
鳴
先
生
製
」

　

制
作
年
が
最
も
早
い
【
二
三
】
の
側
款
か
ら
み
る
と
、
竟
山
と
蔵
六
と
の
交
流
は

一
九
〇
二
年
二
人
と
も
中
国
滞
在
中
の
時
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
同

時
期
に
蔵
六
が
中
国
滞
在
中
に
交
遊
し
た
知
名
人
士
の
刻
印
を
集
成
し
た
も
の
を
印

譜
集
『
蔵
六
居
士
結
金
石
縁
』（
明
治
三
五
年
跋
）
と
し
て
刊
行
し
た
が
、
竟
山
は

「
蔵
六
居
士
結
金
石
縁　

竟
山
山
本
由
定
題
」
と
の
題
簽
を
書
し
た㉚

。
竟
山
印
章
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
刻
者
と
制
作
年
と
も
不
詳
な
「
竟
山
」
印
（
二
四
四
）
が
あ
る
が
、
そ

の
側
款
に
「
結
金
石
縁
之
一
竟
山
先
生
鑑
正
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
『
蔵

六
居
士
結
金
石
縁
』
に
関
係
す
る
一
顆
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
一
九
〇
八
年
の
刻
印
に
注
目
し
て
み
る
と
、
つ
ま
り
、
竟
山
は
一
九
〇

四
年
か
ら
台
湾
総
督
の
秘
書
官
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
一
九
一
二
年
ま
で
台
北
に
移
住

し
て
い
た
が
、
そ
の
間
も
頻
繁
に
蔵
六
と
連
絡
を
取
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
竟
山
が
知
人
の
た
め
に
蔵
六
に
刻
印
を
依
頼
す
る
旨
の
書
簡㉛

が
残
っ
て
い
る
が
、

「
当
地
本
年
者
殊
ニ
不
順
ペ
ス
ト
病
流
行
ニ
ハ
閉
口
仕
候
時
□
本
順
ニ
復
シ
悪
疫
も
撲
滅

い
た
し
候
得
共
熱
ニ
ハ
又
閉
口
幸
ニ
無
異
乍
他
事
御
求
心
被
下
候
先
日
よ
り
リ
知
人
よ

り
先
生
ニ
法
刻
ヲ
求
た
し
依
頼
受
居
候
ニ
付
其
間
印
材
差
出
可
申
候
間
宜
布
御
願
申
上

置
候
先
者
暑
中
御
見
舞
旁
得
貴
意
匆
々
蔵
六
先
生
文
安 

八
月
十
五
日 

岏
由
定
頓
首

（「
山
本
由
定
」
白
文
印
）」（
一
部
釈
文
。）
と
書
か
れ
て
い
る
。
封
筒
が
な
い
た
め
、

書
写
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
面
に
「
当
地
」
と
い
う
表
現
と
「
八
月
十
五
日
」
と

い
う
日
付
に
、
竟
山
が
八
月
に
中
国
大
陸
に
渡
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
加
え
、
書

写
さ
れ
た
の
は
竟
山
が
台
湾
駐
在
中
の
時
期
だ
と
い
う
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
な
の
か
、【
三
一
】
は
日
本
か
ら
離
れ
て
い
る
竟
山
の
た
め
に
、
古
都
の
風
景
を

詠
ん
だ
詩
を
刻
み
贈
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
竟
山
は
徐
星
州
、
呉
隠
、
園
田
湖
城
、
浜
村
蔵
六
（
五
世
）

ら
の
日
中
の
篆
刻
家
と
親
し
く
交
流
を
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。



三
四

お
わ
り
に

　

以
上
、
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
略
述
し
た
。
書
作
品
の
落
款
印
、
書

学
の
形
成
に
ま
つ
わ
る
印
、
歴
史
に
残
る
功
績
を
物
語
る
印
、
親
交
の
証
と
し
て
の

印
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
山
本
竟
山
と
い
う
書
家
の
半
生
を
端

的
に
語
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

同
時
に
、
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め
ら
れ
る
印
章
は
、
印
材
、
印
姿
と
も

に
優
れ
た
も
の
で
、
呉
昌
碩
、
徐
星
州
、
呉
隠
、
趙
時
棡
、
金
鉄
芝
、
王
大
炘
、
張

瑞
芝
、
円
山
大
迂
、
園
田
湖
城
、
浜
村
蔵
六
（
五
世
）、
足
達
疇
邨
、
木
村
翠
蔭
、
奥

村
竹
亭
、
阪
井
呉
城
ら
の
刻
者
、
つ
ま
り
、
近
代
の
中
国
と
日
本
を
代
表
す
る
篆
刻

家
の
刻
印
を
集
成
す
る
貴
重
な
作
品
群
で
も
あ
る
。
そ
の
形
成
は
、
書
を
は
じ
め
、

碑
帖
、
篆
刻
な
ど
の
学
問
、
芸
術
を
以
て
広
く
交
友
し
、
日
本
と
中
国
の
文
人
世
界

を
縦
横
す
る
山
本
竟
山
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
も
の
に
違
い
な
い
。

注①�　

山
本
竟
山
の
蒐
集
品
、
旧
蔵
品
に
つ
い
て
、
蘇
浩
「
山
本
竟
山
と
そ
の
書
学
の

影
響
：
関
西
大
学
竟
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と
に
」、『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研

究
』、
二
〇
二
〇
年
、
三
九
九
～
四
一
三
頁
が
詳
し
い
。

②�　
「
山
本
竟
山
年
譜
」
山
本
竟
山
先
生
五
十
回
忌
追
悼
会
運
営
実
行
委
員
会
編
『
山

本
竟
山
先
生
五
十
回
忌
追
悼
記
念
展
図
録
・
作
品
集
：
日
本
近
代
書
道
の
先
覚

者
』、
泰
山
書
道
院
、
一
九
八
三
年
、
九
八
頁
。

③�　

寧
楽
書
道
会
発
行
「
山
本
竟
山
先
生
略
歴
」『
書
鍳
』
第
十
巻
第
三
号
、
一
九
三

四
年
。

④�　

ほ
か
の
二
顆
は
改
刻
印
。「
山
本
由
定
」、
六
、
側
款
：「
石
潜
／
丙
申
試
刀
長
耳

詞
宗
仁
兄
正
有
年
改
刻
／
己
丑
虁
六
月
拭
汗
□
□
大
迂
陳
人
」。「
竟
山
」、
八
一
、

側
款
：「
石
潜
／
大
迂
仿
古
於
東
武
斈
歩
盦
奏
刀
」。

⑤�　
《
草
書
七
言
律
（
山
園
小
梅
）》（
関
西
大
学
博
物
館
蔵
）

⑥�　
《
隷
書
一
行
（
心
静
即
身
涼
）》（
個
人
蔵
）、《
行
書
二
行
（
幽
人
来
問
籬
辺
菊
僊

客
相
論
海
上
琴
）》（
個
人
蔵
）

⑦�　
《
臨
裴
将
軍
詩
》（
一
九
三
三
年
、
個
人
蔵
）

⑧�　
《
臨
晋
王
黄
門
郎
巻
》（
一
九
三
二
年
、
個
人
蔵
）

⑨�　

桑
椹
「
沈
樹
鏞
与
晩
清
印
人
交
遊
考
略
―
以
碑
帖
鉴
鍳
蔵
印
為
中
心
」、『
栄

宝
斎
』、
二
〇
一
六
、
一
二
。

⑩�　
『
庚
戌
所
獲
品
目
』、
一
冊
、
個
人
蔵
、『
山
本
竟
山
の
書
と
学
問　

湖
南
・
雨

山
・
鉄
斎
・
南
岳
の
文
人
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
図
録
四
七
、
二
〇
一
八
年
。

⑪�　

山
本
竟
山
六
回
目
の
中
国
遊
学
時
の
日
記
に
つ
い
て
、
杉
村
邦
彦
編
「
山
本
竟

山
遊
支
日
記
―
自
大
正
十
年
四
月
十
日
至
同
年
七
月
十
五
日
―
」、『
書
道
文

化
：
四
国
大
学
書
道
文
化
学
会
誌
』
一
一
、
二
〇
一
五
年
、
一
〇
一
～
一
一
六
頁

が
詳
し
い
。

⑫�　

二
．五
×
二
七
．六
㎝
、「
蘭
亭
」
の
ほ
か
、「
癸
丑
」
の
焼
印
も
つ
い
て
い
る
。

関
西
大
学
大
正
癸
丑
蘭
亭
会
百
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
『
大
正
癸
丑
蘭
亭
会

百
周
年
記
念
』
図
録
一
〇
九
、
一
一
〇
、
二
〇
一
三
年
。『
山
本
竟
山
の
書
と
学
問　

湖
南
・
雨
山
・
鉄
斎
・
南
岳
の
文
人
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
図
録
一
〇
五
、
二
〇

一
八
年
。

⑬�　

楊
守
敬
か
ら
譲
っ
た
経
緯
、
刊
行
時
の
事
情
に
つ
い
て
、
杉
村
邦
彦
「
潘
存
臨

鄭
文
公
下
碑
の
伝
来
と
そ
の
歴
史
的
意
義
」『
書
学
書
道
史
研
究
』、
一
九
九
三



三
五

（
三
）、
二
一
～
三
六
頁
が
詳
し
い
。

⑭�　

西
泠
印
社
は
、
中
国
浙
江
省
の
杭
州
市
に
あ
り
、
清
代
末
期
の
光
緒
三
〇
（
一

九
〇
四
）
年
、
丁
仁
、
王
禔
、
葉
銘
、
呉
隠
ら
が
、
篆
刻
振
興
と
伝
統
継
承
を
目

的
に
創
設
し
た
、
金
石
学
お
よ
び
印
学
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
た
学
術
団
体

で
あ
る
。
一
九
一
三
年
呉
昌
碩
が
初
代
社
長
と
し
て
推
挙
さ
れ
た
、
当
時
の
社
員

に
は
江
南
を
中
心
と
す
る
各
地
の
篆
刻
家
、
収
集
家
、
学
者
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

た
。
ま
た
、
日
本
人
社
員
に
河
井
荃
廬
（
一
八
七
一
～
一
九
四
五
）、
竟
山
と
親
交

の
あ
る
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
～
一
九
四
二
）
が
い
た
。

⑮�　

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
に
河
井
荃
廬
が
呉
昌
碩
に
入
門
し
、
以
降
は
ほ
ぼ

毎
年
呉
昌
碩
を
訪
問
し
た
と
い
う
。
松
村
茂
樹
「
日
本
文
化
界
呉
昌
碩
関
連
年

表
」、『
人
間
生
活
文
化
研
究
』
二
六
、
二
〇
一
六
年
、
二
〇
二
～
二
〇
五
頁
。
な

お
、
松
村
茂
樹
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
呉
昌
碩
が
九
〇
名
以
上
の
日
本
人
と
交
流

し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

⑯�　

竟
山
と
呉
昌
碩
の
交
友
状
況
に
つ
い
て
は
、（
１
）
蘇
浩
「
山
本
竟
山
と
呉
昌
碩

の
文
人
交
流
」、『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』（
一
二
）、
二
〇
一
九
、
三
六
一
～

三
七
六
。（
２
）
杉
村
邦
彦
「
陳
年
画
楊
守
敬
呉
昌
碩
題
賛
日
下
部
鳴
鶴
肖
像
考
」

『
墨
林
談
叢
』、
柳
原
書
店
、
一
九
九
八
年
、
一
二
三
～
一
三
七
頁
。（
３
）
大
橋
成

行
、
大
野
修
作
、
近
藤
茂
「
篆
刻
書
画
逸
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
山
本
竟
山
と
そ
の
周

辺
」『
書
法
漢
學
研
究
』
二
、
二
〇
〇
八
年
、
七
一
～
七
六
頁
が
詳
し
い
。

⑰�　

竟
山
印
章
一
七
一
、
印
文
「
養
泉
経
眼
」、
側
款
「
養
泉
先
生
法
家
呉
俊　

又

栩
」

⑱�　

呉
昌
碩
が
書
し
た
墓
碣
題
字
の
原
本
「
釋
淨
嶽
信
士
教
里
尼
墓
壬
子
冬
仲
呉
昌

碩
」
は
関
西
大
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

⑲�　

王
大
炘
（
一
八
六
九
～
一
九
二
四
）
字
は
冠
山
、
氷
鉄
と
号
し
た
。
江
蘇
呉
県

の
人
で
あ
る
。
二
十
余
歳
の
頃
、
居
を
上
海
に
移
し
た
。
医
術
に
精
し
く
、
医
者

を
業
と
し
た
。
金
石
の
学
を
癖
好
し
、
金
石
に
関
す
る
著
作
が
多
い
。

⑳�　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
三
八
巻　

近
代
２
、
一
九
八
四
年
。

㉑�　

こ
の
印
章
は
『
庚
戌
所
獲
品
目
』（
一
九
一
〇
）
に
記
録
が
あ
る
。

㉒�　

葉
銘
（
一
八
六
七
～
一
九
四
八
）、
本
名
は
為
銘
、
葉
舟
と
号
し
た
。
幼
く
し
て

篆
隷
を
善
く
し
、
十
余
歳
で
す
で
に
鉄
筆
を
巧
み
に
し
た
。
刻
碑
お
よ
び
彜
器
の

款
識
の
模
拓
や
金
石
考
拠
な
ど
の
造
詣
が
深
い
。
西
泠
印
社
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
あ
る
。

㉓�　

小
林
斗
盦
編
『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
三
八
巻　

近
代
２
、
一
九
八
四
年
。

㉔�　

関
西
大
学
博
物
館
蔵
竟
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
手
紙
類

－

五
）。

㉕�　
「
二
月
二
五
日
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
竟
山
が
二
月
頃
に
中
国
に
渡
っ
た
の
は
一

九
〇
三
年
の
み
で
あ
る
。

㉖�　

平
安
書
道
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
平
安
書
道
会
史
に
よ
れ
ば
、
同
会

は
大
正
二
年
に
「
平
安
同
好
会
」
と
し
て
発
足
さ
れ
、
園
田
湖
城
な
ど
の
文
人
、

書
家
が
相
次
ぎ
参
加
し
て
き
た
。
大
正
九
年
に
名
称
を
「
平
安
書
道
会
」
と
改
め
、

学
識
と
技
術
両
面
の
研
鑽
を
目
的
と
し
て
活
動
し
、
新
進
書
家
の
登
竜
門
と
も
な

っ
て
盛
況
を
呈
し
た
。
公
募
展
や
交
流
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
近
現
代
日
本
の
書

道
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。

㉗�　

関
西
大
学
博
物
館
蔵
山
本
竟
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
手
紙
類

－

七
）。

㉘�　
「
雲
煙
養
寿
」「
筆
歌
墨
舞
」（
画
帖
、
一
九
一
六
年
、
個
人
蔵
）

㉙�　

太
田
孝
太
郎
「
五
世
浜
村
蔵
六
」『
書
品
』（
一
四
九
）、
一
九
六
四
年
、
六
一
～

六
三
頁
。
高
畑
常
信
編
『
日
本
の
遊
印
』、
木
耳
社
、
一
九
八
三
年
。



三
六

㉚�　

高
山
節
也
『
松
丸
東
魚
蒐
集
印
譜
解
題
』、
二
玄
社
、
二
〇
〇
九
年
、
三
五
三

頁
。

㉛�　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
「
山
本
由
定
書
簡
：
浜
村
蔵
六
宛
」、『
市
島
春
城
蒐
集

名
家
書
簡
集
』。



三
七

附
表
　
関
西
大
学
博
物
館
蔵
山
本
竟
山
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
覧
表

N
O

.
印

文
印

影
形

状
印

材
鈕

形
/薄

意
寸

法
（

cm
）

側
款

刻
者

/作
者

年
代

1
鐘

華
白

文
方

印
石

4.6×
4.6×

6.4
な

し
不

詳
不

詳
2

鳳
鳴

心
画

朱
文

方
印

石
4.3×

3.4×
4.4

星
州

刻
贈

竟
山

先
生

徐
星

州
不

詳
3

宝
董

室
朱

文
方

印
石

神
獣

3.7×
3.7×

5.8
な

し
不

詳
不

詳
4

潤
生

朱
文

方
印

石
山

水
楼

閣
3.0×

3.0×
6.3

な
し

不
詳

不
詳

5
竟

山
朱

文
方

印
石

2.9×
2.9×

6.7
七

十
老

人
星

州
作

于
滬

上
徐

星
州

1921
6

山
本

由
定

朱
文

方
印

石
神

獣
2.9×

2.9×
8.6

数
款

：
石

潜
／

丙
申

試
刀

長
耳

詞
宗

仁
兄

正
有

年
改

刻
／

己
丑

虁
六

月
拭

汗
□

□
大

迂
陳

人
不

詳
不

詳
7

富
貴

不
見

尋
常

人
朱

文
長

方
印

石
神

獣
3.4×

2.2×
7.0

な
し

不
詳

不
詳

8
鳳

苑
朱

文
方

印
石

2.4×
2.4×

4.0
前

不
詳

不
詳

9
竟

山
別

号
鳳

鳴
朱

文
方

印
木

3.0×
3.0×

3.2
な

し
不

詳
不

詳
10

身
居

城
市

意
在

山
林

朱
文

方
印

石
3.2×

3.2×
4.2

な
し

不
詳

不
詳

11
澹

兮
若

海
白

文
方

印
石

麒
麟

5.3×
2.3×

6.0
戊

午
一

月
吉

　
對

石
作

不
詳

1918
12

竟
山

朱
文

方
印

石
2.3×

2.3×
5.4

な
し

不
詳

不
詳

13
柴

珠
朱

文
方

印
石

1.8×
1.8×

6.0
な

し
不

詳
不

詳

14
山

氏
四

分
白

文
方

印
竹

根
3.8×

3.8×
3.0

な
し

不
詳

1913 
（

袴
内

墨
書

）
15

鳳
鳴

朱
文

方
印

石
2.8×

2.8×
5.4

石
潜

刻
于

海
上

呉
隠

1906
16

□
□

中
□

禮
朱

文
方

印
石

4.4×
4.6×

7.0
生

鐡
作

不
詳

不
詳

17
筆

歌
墨

舞
白

文
方

印
陶

器
蓮

葉
5.0×

5.0×
6.0

な
し

不
詳

不
詳

18
臣

卯
兵

衛
之

章
白

文
方

印
石

神
獣

2.3×
2.3×

5.7
［

　
　

］
六

月
［

　
　

］
不

詳
不

詳
19

竟
山

心
書

朱
文

方
印

石
神

獣
1.9×

1.9×
4.7

な
し

不
詳

不
詳

20
繇

定
長

寿
白

文
方

印
石

2.6×
2.6×

2.5
数

款
：（

背
）

光
緒

二
八

年
七

月
朔

日
為

竟
山

先
生

作
　

石
潜

呉
隠

／
□

□
呉

隠
1902

21
竟

山
朱

文
方

印
石

1.3×
1.3×

2.7
な

し
不

詳
不

詳
22

餘
清

斎
白

文
方

印
石

2.0×
2.0×

5.3
癸

卯
二

月
撫

呉
譲

之
法

　
即

請
竟

山
先

生
教

正
　

古
呉

星
舟

徐
星

州
1903

23
山

本
由

定
白

文
方

印
石

2.5×
2.5×

5.3
蔵

六
衮

製
于

滬
上

客
舎

　
時

光
緒

二
十

八
年

四
月

望
日

浜
村

蔵
六

（
五

世
）

1902

24
竟

山
五

十
歳

後
作

白
文

方
印

石
神

獣
1.9×

1.9×
5.0

な
し

不
詳

不
詳

25
繇

定
朱

文
方

印
石

2.0×
2.0×

5.3
癸

卯
仲

春
為

竟
山

先
生

作
　

星
舟

徐
星

州
1903

26
癸

丑
竟

山
白

文
方

印
石

神
獣

2.1×
2.1×

5.3
大

正
二

年
六

月
　

寄
山

贈
不

詳
1913

27
甲

寅
竟

山
白

文
方

印
石

神
獣

2.1×
2.1×

4.8
大

正
三

年
□

月
　

為
竟

山
仁

兄
作

之
　

寄
山

不
詳

1914
28

由
定

長
寿

白
文

方
印

石
2.1×

2.1×
5.3

竟
山

兄
正

篆
　

古
香

子
桂

不
詳

不
詳

29
竟

山
朱

文
方

印
石

2.2×
2.2×

3.9
竹

亭
奥

村
竹

亭
不

詳
30

竟
山

所
得

金
石

白
文

方
印

石
馬

2.2×
2.2×

5.1
光

緒
癸

卯
花

朝
為

竟
山

方
家

作
　

葉
舟

葉
銘

1903

31
閒

中
一

楽
朱

文
長

方
印

石
2.0×

1.5×
5.3

残
夜

日
昇

東
海

春
　

仰
瞻

岳
雪

白
如

銀
　

紫
宸

殿
上

祥
雲

起
　

十
二

門
前

柳
色

新
　

戊
申

元
朝

試
刀

衮
　

竟
山

先
生

正
浜

村
蔵

六
（

五
世

）
1908

32
断

岸
千

尺
白

文
方

印
石

3.0×
2.7×

3.8
断

岸
千

尺
　

西
山

刻
不

詳
不

詳
33

竟
山

翰
墨

白
文

方
印

石
神

獣
2.4×

2.4×
5.2

疇
邨

作
足

達
疇

邨
1933以

前
34

竟
山

丁
巳

文
字

朱
文

長
方

印
石

神
獣

2.7×
2.0×

4.3
大

正
六

年
一

月
寄

山
贈

不
詳

1917
35

鳳
鳴

白
文

方
印

石
1.5×

1.5×
3.0

湖
城

刻
贈

竟
山

先
生

園
田

湖
城

不
詳

36
①

長
白

山
印

　
竟

山
 

②
卯

印
　

□
□

朱
白

文
相

間
連

珠
方

印
石

2.3×
1.2×

3.6
①

為
竟

山
雅

兄
石

禅
刀

②
為

山
本

君
鳳

□
六

十
八

翁
刻

不
詳

不
詳



三
八

N
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印

文
印

影
形

状
印

材
鈕

形
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刻
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37
①

由
定

 
②

竟
山

所
得

素
石

 
③

書
生

白
文

長
方

印
石

2.0×
1.1×

5.7
①

石
潜

為
竟

山
製

③
光

緒
癸

卯
□

□
竟

山
□

　
石

潜
刻

呉
隠

1903

38
臣

由
定

白
文

方
印

石
1.8×

1.8×
5.0

竟
翁

教
迪

軒
不

詳
不

詳
39

繇
定

白
文

方
印

石
2.2×

2.2×
3.9

竹
亭

奥
村

竹
亭

不
詳

40
聊

以
自

娯
白

文
方

印
銅

連
鐶

6.0×
6.0×

1.0
丙

寅
清

明
疇

邨
作

足
達

疇
邨

1926
41

繇
定

白
文

方
印

石
2.0×

2.0×
3.8

な
し

不
詳

不
詳

42
竟

山
所

得
金

石
朱

文
方

印
石

2.7×
2.7×

6.3
壬

寅
夏

星
州

刻
徐

星
州

1902
43

覚
今

是
而

昨
非

朱
文

長
方

印
石

3.6×
2.6×

2.5
な

し
不

詳
不

詳
44

山
本

繇
定

白
文

方
印

石
神

獣
1.9×

1.9×
4.8

な
し

不
詳

不
詳

45
繇

定
拝

贈
白

文
方

印
石

松
鶴

1.9×
1.9×

4.8
な

し
不

詳
不

詳
46

山
本

繇
定

長
寿

白
文

方
印

石
4.1×

4.0×
3.8

星
州

倣
漢

于
滬

徐
星

州
不

詳
47

繇
定

白
文

方
印

木
3.0×

3.0×
7.0

畊
作

園
田

湖
城

1925年
以

前
48

竟
山

朱
文

方
印

木
2.8×

2.8×
6.2

な
し

不
詳

不
詳

49
竟

山
朱

文
方

印
石

2.5×
2.5×

3.0
清

卿
園

田
湖

城
1917

50
繇

定
白

文
方

印
石

2.5×
2.5×

3.0
丁

巳
四

月
穆

園
田

湖
城

1917
51

山
本

由
定

白
文

方
印

石
2.8×

2.8×
5.3

光
緒

卅
二

年
冬

月
　

為
竟

山
先

生
仿

撝
叔

法
　

石
潜

呉
隠

作
呉

隠
1906

52
墨

痴
菴

白
文

長
方

印
石

神
獣

3.0×
1.6×

5.1
□

□
□

篆
不

詳
不

詳
53

紅
鵞

池
館

朱
文

方
印

石
4.3×

4.3×
3.7

な
し

不
詳

不
詳

54
施

徳
□

印
白

文
方

印
石

山
水

楼
閣

3.0×
3.0×

6.5
な

し
不

詳
不

詳
55

以
介

眉
寿

朱
文

長
方

印
木

7.5×
3.7×

4.3
な

し
不

詳
不

詳
56

丙
寅

白
文

方
印

石
1.9×

2.4×
3.6

な
し

不
詳

不
詳

57
竟

山
翰

墨
朱

文
方

印
牛

角
3.8×

3.8×
3.3

な
し

不
詳

不
詳

58
竟

山
心

畫
朱

文
方

印
石

梅
花

2.2×
2.2×

6.2
な

し
不

詳
不

詳
59

金
華

山
民

朱
文

方
印

石
神

獣
2.8×

2.8×
9.0

戊
子

暮
春

之
吉

于
東

武
斈

歩
盦

　
旹

桜
花

已
謝

牡
丹

将
開

　
大

迂
陳

人
勒

石
円

山
大

迂
1888

60
山

本
由

定
白

文
方

印
石

3.7×
3.7×

7.5
壬

寅
四

月
星

州
倣

泥
封

徐
星

州
1902

61
①

山
本

由
定

私
印

 
②

山
本

繇
定

白
文

方
印

木
5.8×

5.8×
4.3

な
し

不
詳

不
詳

62
非

売
品

朱
文

長
方

印
4.5×

1.8×
5.0

な
し

不
詳

不
詳

63
淡

柬
朱

文
方

印
石

5.8×
5.6×

4.8
な

し
不

詳
不

詳
64

鳳
鳴

朱
文

方
印

木
3.0×

3.0×
7.0

湖
城

刻
園

田
湖

城
不

詳
65

繇
朱

文
丸

印
水

晶
直

径
5.0×

5.0
な

し
不

詳
不

詳

66
鳳

鳴
山

本
繇

定
白

文
方

印
石

3.6×
3.7×

3.6
袞

為
鳳

鳴
先

生
製

浜
村

蔵
六

（
五

世
）

不
詳

67
勇

于
不

敢
朱

文
方

印
石

2.6×
2.6×

6.3
な

し
不

詳
不

詳
68

家
在

龍
山

鳳
水

朱
文

方
印

石
2.7×

2.7×
3.2

な
し

不
詳

不
詳

69
時

還
読

我
書

白
文

方
印

石
5.6×

2.5×
3.0

な
し

不
詳

不
詳

70
志

在
不

朽
白

文
方

印
水

晶
神

獣
3.5×

3.5×
8.3

な
し

不
詳

不
詳

71
壬

子
竟

山
白

文
方

印
石

2.0×
2.0×

4.7
明

治
壬

子
正

月
　

寄
山

試
刀

　
竟

山
先

生
教

正
不

詳
1912

72
山

本
繇

印
白

文
方

印
石

2.8×
2.8×

6.8
竟

山
先

生
有

京
漢

之
行

道
出

海
上

　
暌

隔
十

年
豊

神
猶

昔
　

相
見

歓
然

為
刻

此
印

以
留

鴻
爪

云
　

辛
酉

春
　

呉
門

徐
星

周
記

徐
星

州
1921



三
九
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印

文
印

影
形

状
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材
鈕
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刻
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73
古

希
老

人
朱

文
方

印
石

山
水

楼
閣

2.8×
2.8×

6.5
壬

申
五

月
　

奉
祝

竟
山

先
生

古
稀

栄
寿

　
辱

盟
弟

達
彦

足
達

疇
邨

1932
74

竟
山

朱
文

丸
印

石
4.0×

4.0×
3.0

な
し

不
詳

不
詳

75
鳳

鳴
岐

山
朱

文
方

印
石

3.5×
3.5×

7.1
此

印
撫

漢
塼

為
竟

山
先

生
教

正
　

壬
寅

四
月

星
舟

徐
星

州
1902

76
竟

山
朱

文
方

印
石

梅
花

2.4×
2.4×

7.3
壬

戌
仲

冬
張

瑞
芝

刻
張

瑞
芝

1922
77

鳳
鳴

白
文

方
印

石
1.9×

1.9×
4.0

な
し

不
詳

不
詳

78
山

本
繇

定
印

信
白

文
方

印
石

2.3×
2.3×

6.3
光

緒
癸

卯
夏

四
月

　
撫

漢
将

軍
印

以
贈

竟
山

先
生

　
徐

星
舟

徐
星

州
1903

79
山

本
卯

兵
衛

白
文

方
印

石
4.3×

4.3×
4.5

明
治

辛
卯

之
秋

七
月

鐫
不

詳
1891

80
①

己
酉

鳳
鳴

 
②

安
分

自
足

白
文

方
印

木
2.8×

2.8×
6.0

な
し

不
詳

1909

81
竟

山
白

文
方

印
石

獸
2.8×

2.8×
9.0

数
款

：
石

潜
／

大
迂

仿
古

於
東

武
斈

歩
盦

奏
刀

不
詳

不
詳

82
山

本
繇

定
白

文
方

印
石

2.2×
2.2×

3.2
己

巳
七

月
藍

田
荘

主
不

詳
1929

83
金

華
山

民
白

文
方

印
石

4.3×
4.3×

4.4
な

し
不

詳
不

詳
84

竟
山

審
定

白
文

方
印

石
山

水
1.9×

1.6×
6.0

辛
酉

三
月

　
爲

竟
山

老
友

作
此

　
古

呉
徐

星
州

徐
星

州
1921

85
山

本
繇

定
白

文
方

印
石

梅
花

2.4×
2.4×

7.3
竟

山
先

生
法

家
清

玩
張

瑞
芝

1922
86

百
万

石
倉

朱
文

丸
印

石
2.9×

2.9×
5.8

な
し

不
詳

不
詳

87
天

道
忌

盈
人

貴
知

足
朱

文
方

印
石

2.6×
2.6×

3.3
な

し
不

詳
不

詳
88

孺
初

朱
文

方
印

石
3.8×

3.8×
8.0

な
し

不
詳

不
詳

89
鳳

鳴
岐

山
朱

文
方

印
石

神
獣

3.7×
3.7×

9.3
儗

列
國

鉨
叔

孺
作

于
二

弩
精

舎
趙

時
棡

1923
90

山
本
繇

定
長

寿
白

文
方

印
石

神
獣

3.7×
3.7×

9.3
趙

叔
孺

仿
漢

竟
山

先
生

周
甲

榮
壽

　
時

癸
亥

秋
七

月
趙

時
棡

1923
91

繇
定

長
寿

白
文

方
印

石
2.5×

2.5×
6.8

竹
亭

奥
村

竹
亭

1919年
以

前
92

鳳
鳴

朱
文

方
印

石
2.5×

2.5×
6.8

竹
亭

奥
村

竹
亭

1919年
以

前
93

甲
戌

朱
文

丸
印

不
明

2.4×
2.4×

6.0
な

し
不

詳
不

詳
94

曲
則

全
枉

則
直

白
文

方
印

陶
器

2.8×
2.8×

5.3
歳

在
甲

寅
　

大
正

三
年

暮
春

　
曲

則
全

枉
則

直
　

竟
山

先
生

出
此

語
　

使
□

刻
之

　
古

越
□

□
并

作
不

詳
1914

95
餘

清
斎

朱
文

楕
円

印
石

神
獣

3.3×
1.8×

5.3
光

緒
癸

卯
三

月
　

為
竟

山
先

生
製

印
拜

附
小

詩
即

求
指

正
　

幾
径

滄
海

結
鷗

盟
　

斎
號

流
傳

記
餘

清
　

自
分

印
人

誰
補

傳
　

只
今

吾
道

欲
東

行
　

氷
鉄

王
大

炘
1903

96
先

生
朱

文
方

印
石

獣
1.8×

1.8×
6.0

な
し

不
詳

不
詳

97
癸

丑
文

字
朱

文
方

印
石

神
獣

2.1×
1.8×

3.0
竟

山
先

生
正

篆
不

詳
不

詳
98

山
外

山
樵

朱
文

方
印

象
牙

2.6×
2.6×

2.9
な

し
不

詳
不

詳
99

半
癖

朱
文

楕
円

印
木

2.0×
1.0×

6.0
な

し
不

詳
不

詳

100
竟

山
朱

文
方

印
石

2.7×
2.7×

6.0 
1.9×

1.1×
4.2

数
款

：
湖

城
作

　
丁

巳
如

月
／

先
生

曰
之

　
風

雅
士

也
喜

金
石

精
鑒

別
工

書
法

名
重

中
外

　
歳

壬
子

留
寓

申
江

余
友

道
壺

君
以

石
属

刻
　

余
不

計
工

拙
剪

此
以

誌
景

仰
耳

　
即

請
山

本
先

生
法

家
指

正
　

寶
山

徐
照

鐫
并

鑒
欵

不
詳

1917

101
心

畫
朱

文
変

形
印

石
獣

2.0×
1.0×

5.3
な

し
不

詳
不

詳
102

辛
未

朱
文

長
方

印
石

3.0×
1.4×

3.4
な

し
不

詳
不

詳
103

清
風

来
故

人
白

文
長

方
印

木
4.0×

2.3×
3.3

な
し

不
詳

不
詳

104
応

機
接

物
朱

文
方

印
石

2.2×
2.2×

4.1
庚

辰
十

月
竹

堂
生

篆
不

詳
1880

105
山

本
由

定
白

文
方

印
石

2.9×
2.9×

5.4
竟

山
先

生
東

京
博

雅
士

也
　

廣
徴

金
石

以
論

華
才

風
調

　
不

勝
欽

佩
　

係
賜

美
濃

佳
紙

罕
見

之
宝

　
愛

蔵
之

　
別

無
感

酬
爰

刻
石

印
一

方
聊

以
奉

贈
　

不
免

貽
笑

耳
　

光
緒

壬
寅

四
月

　
古

呉
徐

星
州

時
同

客
滬

上
而

徐
星

州
1902

106
餘

清
斎

朱
文

変
形

印
石

花
鳥

2.7×
1.8×

3.5
疇

邨
辛

未
午

月
足

達
疇

邨
1931

107
聾

鳳
朱

文
長

方
印

石
獣

2.4×
1.5×

6.0
な

し
不

詳
不

詳
108

癸
亥

朱
文

長
方

印
石

鳥
2.1×

1.0×
5.4

な
し

不
詳

不
詳
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109
能

嬰
児

朱
文

方
印

石
神

獣
2.0×

2.0×
5.2

な
し

不
詳

不
詳

110
勇

于
不

敢
朱

文
長

方
印

石
2.0×

1.5×
3.7

な
し

不
詳

不
詳

111
翰

墨
淋

漓
白

文
長

方
印

石
4.1×

3.0×
5.0

な
し

不
詳

不
詳

112
客

夢
蘆

花
雨

詩
情

柳
絮

春
白

文
方

印
石

3.8×
3.8×

4.3
な

し
不

詳
不

詳
113

見
笑

于
大

方
朱

文
長

方
印

石
5.0×

1.8×
3.6

な
し

不
詳

不
詳

114
繇

定
印

信
朱

文
方

印
石

花
卉

2.2×
2.2×

5.5
な

し
不

詳
不

詳
115

竟
山

拓
金

石
印

朱
文

長
方

印
石

4.2×
1.5×

4.7
な

し
不

詳
不

詳
116

曲
鑒

白
文

方
印

木
3.1×

1.8×
6.8

な
し

園
田

湖
城

不
詳

117
知

足
常

楽
朱

文
長

方
印

木
2.0×

1.8×
6.0

な
し

不
詳

不
詳

118
蘭

亭
朱

文
方

印
鉄

5.3×
5.0×

1.5
（

背
）

大
正

癸
丑

　
石

禅
作

不
詳

1913
119

竟
山

鑒
蔵

朱
文

方
印

石
神

獣
2.4×

2.0×
5.6

甲
子

秋
山

孝
刻

不
詳

1924

120
①

子
孫

永
保

 
②

長
白

山
印

白
文

方
印

石
2.4×

2.4×
3.0

①
仿

子
治

刋
□

不
詳

不
詳

121
①

竟
山

画
記

 
②

竟
山

朱
文

方
印

石
2.3×

2.3×
5.0

①
戊

子
榴

花
月

於
東

武
斈

歩
盦

大
迂

生
円

山
大

迂
1888

122
白

雲
紅

樹
朱

文
方

印
木

神
獣

3.3×
2.8×

4.3
な

し
不

詳
不

詳

123
①

山
本

由
定

 
②

一
狐

之
白

白
文

方
印

石
2.0×

2.0×
5.3

①
惜

花
御

史
贈

不
詳

不
詳

124
①

岐
由

定
長

寿
 

②
一

□
山

下
人

白
文

 
朱

文
方

印
石

2.0×
2.0×

2.3
な

し
不

詳
不

詳

125
十

蔵
五

出
朱

文
長

方
印

陶
器

神
獣

2.4×
1.6×

4.2
為

竟
山

先
生

一
粲

　
正

文
曰

十
蔵

五
出

　
高

立
仿

古
片

岡
高

立
不

詳
126

竟
山

書
印

朱
文

方
印

木
1.0×

1.0×
6.0

な
し

不
詳

不
詳

127
丙

寅
朱

文
方

印
石

1.2×
1.4×

2.8
な

し
不

詳
不

詳
128

非
売

品
朱

文
長

方
印

石
2.2×

1.0×
4.1

な
し

不
詳

不
詳

129
師

天
地

朱
文

長
方

印
石

2.8×
1.2×

4.8
な

し
不

詳
不

詳
130

金
石

癖
白

文
長

方
印

石
花

鳥
1.7×

0.7×
5.1

な
し

不
詳

不
詳

131
［

　
　

］
朱

白
文

相
間

連
珠

方
印

石
1.8×

0.8×
4.4

な
し

不
詳

不
詳

132
会

心
不

遠
朱

文
長

方
印

石
鳳

凰
2.1×

1.3×
3.5

な
し

不
詳

不
詳

133
□

□
竟

山
朱

文
長

方
印

石
獣

2.4×
1.8×

4.3
大

正
七

年
一

月
寄

山
刻

于
□

中
菴

　
竟

山
先

生
削

正
不

詳
1918

134
缶

銊
之

章
朱

文
方

印
石

2.1×
2.1×

3.4
な

し
不

詳
不

詳
135

竟
山

双
勾

朱
文

方
印

石
象

1.8×
1.8×

5.1
呉

城
阪

井
呉

城
不

詳
136

蘿
堂

朱
文

方
印

石
2.2×

2.2×
3.0

な
し

不
詳

不
詳

137
林

□
菴

白
文

方
印

石
花

鳥
1.6×

1.6×
3.0

な
し

不
詳

不
詳

138
岐

陽
山

氏
双

勾
本

印
記

朱
文

方
印

石
2.3×

2.3×
1.8

な
し

不
詳

不
詳

139
丙

戊
朱

文
方

印
木

2.2×
2.6×

6.1
な

し
不

詳
不

詳
140

甲
子

朱
文

長
方

印
石

如
意

2.6×
1.6×

3.8
な

し
不

詳
不

詳
141

山
本

繇
定

印
信

白
文

方
印

木
3.0×

3.0×
3.1

な
し

不
詳

不
詳

142
張

子
虎

朱
白

文
相

間
方

印
石

1.8×
1.8×

4.5
竟

山
先

生
一

粲
　

楳
□

作
不

詳
不

詳
143

竹
頭

木
屑

朱
文

長
方

印
石

2.8×
1.3×

4.5
芸

田
不

詳
不

詳
144

壬
戌

朱
文

長
方

印
石

1.5×
1.0×

5.2
な

し
不

詳
不

詳
145

摹
写

漢
魏

六
朝

文
字

白
文

長
方

印
石

2.2×
1.3×

3.0
翠

蔭
作

木
村

翠
蔭

不
詳
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146
竟

山
白

文
方

印
石

神
獣

2.8×
2.8×

4.7
な

し
不

詳
不

詳
147

張
子

虎
白

文
方

印
石

虎
2.0×

1.8×
4.0

な
し

不
詳

不
詳

148
壬

戊
朱

文
楕

円
印

石
蝉

2.8×
0.8×

4.0
な

し
不

詳
不

詳
149

志
在

不
朽

白
文

長
方

印
石

2.5×
1.5×

4.8
な

し
不

詳
不

詳
150

寵
為

下
白

文
方

印
石

神
獣

1.5×
1.5×

4.5
な

し
不

詳
不

詳
151

戊
辰

白
文

方
印

石
神

獣
1.6×

1.6×
5.0

な
し

不
詳

不
詳

152
乙

丑
朱

文
方

印
石

神
獣

1.8×
1.5×

3.5
な

し
不

詳
不

詳
153

稚
蘋

摹
古

白
文

方
印

石
1.4×

1.4×
3.0

岱
生

仿
漢

陸
岱

生
不

詳
154

□
□

朱
文

長
方

印
石

1.6×
1.4×

5.2
な

し
不

詳
不

詳
155

乙
卯

朱
文

長
方

印
石

獣
2.1×

1.5×
1.0

な
し

不
詳

不
詳

156
草

草
不

工
朱

文
長

方
印

石
1.7×

1.1×
2.0

な
し

不
詳

不
詳

157
平

安
守

報
白

文
方

印
石

1.7×
1.7×

1.8
な

し
不

詳
不

詳

158
①

［
　

　
］ 

②
［

　
　

］
①

朱
文

 
②

白
文

方
印

石
1.3×

1.3×
2.9

な
し

不
詳

不
詳

159
□

□
朱

文
長

方
印

石
1.8×

0.6×
3.2

な
し

不
詳

不
詳

160
不

争
朱

文
方

印
石

2.4×
2.5×

6.2
な

し
不

詳
不

詳
161

鄭
斎

朱
文

方
印

石
2.2×

2.2×
2.8

な
し

不
詳

不
詳

162
①

岐
堂

鋻
蔵

金
石

 
②

［
　

　
］

朱
文

方
印

石
2.4×

2.2×
2.3

な
し

不
詳

不
詳

163
松

月
山

房
白

文
長

方
印

石
橋

3.4×
1.6×

1.1
な

し
不

詳
不

詳
164

甲
戌

朱
文

長
方

印
石

桃
葉

1.9×
0.9×

3.0
な

し
不

詳
不

詳
165

天
地

無
私

春
又

帰
白

文
方

印
陶

器
神

獣
2.8×

3.0×
6.0

於
停

雲
書

屋
　

東
□

作
并

篆
不

詳
不

詳
166

［
　

　
］

朱
文

長
方

印
石

1.6×
0.5×

2.6
な

し
不

詳
不

詳

167

Ａ
①

由
定

 鳳
鳴

 
　

②
長

楽
無

極
 

Ｂ
①

山
本

繇
定

 
　

②
鳳

鳴
 

Ｃ
①

繇
　

竟
山

 
　

②
金

石
癖

Ａ
①

朱
白

文
相

間
　

②
白

文
Ｂ

①
白

文
　

②
朱

文
Ｃ

①
朱

白
文

相
間

　
②

白
文

Ａ
①

連
珠

方
印

 
　

②
長

方
印

 
Ｂ

長
方

印
 

Ｃ
①

連
珠

方
印

 
　

②
長

方
印

木
A

 2.7×
1.8×

2.6  
B 1.6×

1.6×
2.6 

C 1.1×
0.7×

1.7
C

①
湯

安
湯

安
不

詳

168
石

癖
白

文
楕

円
印

石
仙

人
1.8×

0.7×
4.0

数
款

：
壬

午
冬

日
□

菴
自

作
／

墨
荘

補
刀

不
詳

不
詳

169
繇

定
白

文
楕

円
印

石
魚

2.8×
1.0×

3.5
癸

丑
二

月
作

　
石

禅
不

詳
1913

170
竟

山
臨

本
朱

文
長

方
印

石
2.8×

0.6×
1.8

な
し

不
詳

不
詳

171
養

泉
経

眼
白

文
長

方
印

石
猿

1.8×
1.8×

4.8
数

款
：

養
泉

先
生

法
家

呉
俊

／
又

栩
呉

昌
碩

不
詳

172
癸

丑
文

字
朱

文
楕

円
印

石
神

獣
3.4×

1.5×
3.2

な
し

不
詳

不
詳

173
山

本
由

定
白

文
方

印
石

欠
け

0.8×
0.8×

2.0
な

し
不

詳
不

詳
174

［
　

　
］

白
文

方
印

石
0.7×

0.7×
2.2

な
し

不
詳

不
詳

175
君

茂
朱

文
楕

円
印

石
2.0×

1.5×
2.0

な
し

不
詳

不
詳

176
肖

形
印

朱
文

兔
形

石
2.2×

1.3×
2.8

な
し

不
詳

不
詳

177
□

□
朱

文
長

方
印

石
神

獣
1.8×

1.5×
5.0

な
し

不
詳

不
詳

178
百

錬
朱

文
壺

形
印

石
1.5×

1.3×
3.8

な
し

不
詳

不
詳

179
大

天
狗

朱
文

丸
印

陶
器

天
狗

3.7×
3.5×

3.2
な

し
不

詳
不

詳
180

癸
酉

朱
文

方
印

石
神

獣
1.6×

1.6×
4.5

な
し

不
詳

1933
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181
一

笑
而

已
白

文
変

形
印

石
羊

1.9×
1.2×

4.7
な

し
不

詳
不

詳
182

癸
酉

朱
文

長
方

印
石

2.0×
1.0×

3.8
な

し
不

詳
不

詳
183

山
叟

朱
文

変
形

印
石

山
水

1.2×
2.4×

3.0
な

し
不

詳
不

詳
184

寅
戌

白
文

長
方

印
石

2.0×
1.3×

2.8
な

し
不

詳
不

詳
185

壬
戌

朱
文

方
印

石
魚

1.5×
1.7×

4.4
な

し
不

詳
不

詳
186

竟
山

無
恙

朱
文

丸
印

竹
根

直
径

2.0×
2.3

な
し

不
詳

不
詳

187
大

吉
羊

朱
文

楕
円

印
石

2.3×
1.2×

3.5
□

二
月

十
八

日
刋

不
詳

不
詳

188
涵

翠
朱

文
長

方
印

水
晶

2.0×
1.5×

2.9
な

し
不

詳
不

詳
189

竟
山

朱
文

方
印

石
2.3×

2.3×
3.2

呉
城

作
阪

井
呉

城
不

詳

190
①

壬
子

竟
山

 
②

壬
子

竟
山

白
文

方
印

石
2.0×

2.0×
4.5

な
し

不
詳

不
詳

191
江

流
有

聲
断

岸
千

尺
白

文
長

方
印

木
5.5×

3.4×
4.2

（
背

）
壬

子
夏

寄
山

刻
不

詳
1912

192
勤

能
補

拙
朱

文
長

方
印

木
4.0×

2.3×
3.4

な
し

不
詳

不
詳

193
七

十
老

人
白

文
方

印
石

2.4×
2.4×

6.9
子

誠
作

不
詳

不
詳

194
由

定
私

印
白

文
方

印
石

1.8×
1.8×

5.6
竟

山
先

生
雅

正
赧

城
作

不
詳

不
詳

195
①

頑
伯

 
②

鄧
石

如
白

文
方

印
石

3.0×
3.0×

3.5
①

嘉
慶

二
十

年
三

月
作

②
完

白
山

人
自

製
不

詳
1815

196
安

雅
白

文
方

印
石

神
獣

1.7×
1.7×

4.1
な

し
不

詳
不

詳
197

昭
和

庚
午

白
文

方
印

石
神

獣
2.4×

2.0×
4.0

翠
蔭

木
村

翠
蔭

不
詳

198
竟

山
之

印
白

文
方

印
石

神
獣

2.4×
1.8×

1.9
天

不
詳

不
詳

199
安

平
大

朱
文

方
印

石
1.8×

1.8×
4.0

な
し

不
詳

不
詳

200
天

道
忌

盈
人

貴
知

足
朱

文
方

印
石

2.4×
2.0×

2.2
な

し
不

詳
不

詳
201

山
本

繇
定

謹
書

白
文

方
印

石
神

獣
2.4×

2.4×
6.7

子
誠

作
不

詳
不

詳
202

鳳
鳴

鑑
蔵

朱
文

方
印

石
神

獣
2.3×

2.3×
5.0

疇
邨

作
足

達
疇

邨
不

詳
203

竟
山

朱
文

方
印

石
神

獣
1.3×

1.3×
4.0

な
し

不
詳

不
詳

204
鳳

鳴
朱

文
長

方
印

石
2.0×

1.0×
5.7

光
緒

癸
卯

三
月

　
為

竟
山

先
生

仿
漢

即
請

教
我

　
徐

星
州

記
徐

星
州

1903
205

契
朱

文
方

印
石

台
鈕

1.5×
1.7×

2.4
な

し
不

詳
不

詳
206

我
自

用
我

法
白

文
長

方
印

石
1.7×

1.0×
2.5

鳳
越

六
十

九
翁

篆
刻

不
詳

不
詳

207
聖

香
白

文
方

印
石

1.7×
1.8×

2.5
甲

寅
小

至
秋

谷
作

不
詳

1914
208

玄
之

又
玄

白
文

方
印

石
神

獣
1.8×

1.8×
5.2

翠
蔭

作
木

村
翠

蔭
不

詳
209

銊
印

白
文

長
方

印
石

1.5×
1.0×

3.3
石

翁
不

詳
不

詳
210

鳳
鳴

白
文

方
印

石
神

獣
1.9×

2.0×
5.0

な
し

不
詳

不
詳

211
稽

式
朱

文
長

方
印

石
2.0×

1.8×
3.1

な
し

不
詳

不
詳

212
渺

渺
兮

予
懐

朱
文

長
方

印
石

2.5×
1.8×

3.0
乙

卯
立

春
前

三
日

作
於

五
柳

居
　

宜
歙

釣
徒

不
詳

1915
213

鳳
鳴

朱
文

長
方

印
陶

器
鼻

3.2×
2.5×

4.0
な

し
不

詳
不

詳
214

由
定

鳳
鳴

朱
文

方
印

石
仙

人
2.2×

1.2×
4.0

新
周

刻
徐

星
州

不
詳

215
鶴

寿
朱

文
方

印
石

神
獣

2.0×
2.7×

4.2
な

し
不

詳
不

詳
216

繇
定

長
寿

白
文

方
印

石
2.5×

2.5×
3.5

漢
鋳

印
中

最
精

者
為

竟
山

先
生

法
家

製
　

銕
芝

記
金

鉄
芝

1923
217

繇
定

長
寿

朱
文

方
印

石
神

獣
2.4×

2.4×
5.0

竟
山

先
生

法
家

正
刻

　
庚

午
五

月
朔

日
个

簃
王

賢
王

个
簃

1930
218

臨
蘭

亭
廿

六
幅

之
一

朱
文

長
方

印
石

鶏
蛙

3.2×
2.0×

5.0
癸

丑
四

月
湖

城
作

園
田

湖
城

1913
219

集
蘭

亭
字

廿
六

對
之

一
白

文
長

方
印

石
龍

3.6×
2.3×

6.2
竟

山
先

生
博

粲
　

湖
城

畊
刋

癸
丑

四
月

園
田

湖
城

1913



四
三

N
O

.
印

文
印

影
形

状
印

材
鈕

形
/薄

意
寸

法
（

cm
）

側
款

刻
者

/作
者

年
代

220
拓

花
朱

文
長

方
印

石
1.5×

1.0×
5.4

な
し

不
詳

不
詳

221
餘

清
斎

図
書

印
朱

文
長

方
印

木
3.9×

2.5×
2.5

な
し

不
詳

不
詳

222
清

和
盧

朱
文

方
印

石
1.5×

1.5×
2.4

な
し

不
詳

不
詳

223
心

無
争

白
文

長
方

印
石

神
獣

1.7×
1.0×

4.5
な

し
不

詳
不

詳
224

宝
董

室
朱

文
方

印
石

3.8×
3.8×

2.0
な

し
不

詳
不

詳
225

暑
中

御
伺

朱
文

方
印

石
龍

1.7×
1.7×

4.5
な

し
不

詳
不

詳
226

岏
繇

定
印

白
文

方
印

石
2.5×

2.5×
3.5

な
し

不
詳

不
詳

227
［

　
　

］
山

心
書

朱
文

方
印

石
2.2×

2.2×
5.2

数
款

：
蔵

六
／

白
山

居
士

　
浜

村
蔵

六
（

五
世

）
不

詳

228
我

愛
其

静
朱

文
方

印
石

2.0×
2.0×

1.7
な

し
不

詳
不

詳
229

簡
□

□
筆

朱
文

方
印

石
1.5×

1.5×
3.8

な
し

不
詳

不
詳

230
阿

瑛
朱

文
長

方
印

木
2.0×

1.0×
2.5

な
し

不
詳

不
詳

231
臣

由
定

朱
白

文
相

間
方

印
石

2.0×
2.0×

5.0
な

し
不

詳
不

詳

232
鳳

鳴
所

見
金

石
白

文
方

印
石

1.8×
1.8×

5.0
草

率
奏

刀
頗

得
呉

譲
之

意
味

　
古

人
云

欲
速

則
不

達
　

余
適

以
従

速
得

之
亦

出
於

偶
然

也
　

今
為

老
友

鳳
鳴

先
生

之
属

并
請

指
謬

　
庚

戌
夏

古
呉

徐
星

舟
記

于
滬

江
徐

星
州

1910

233
竟

山
蔵

書
朱

文
長

方
印

石
獣

2.5×
1.8×

4.5
撫

悲
盦

而
□

非
不

得
心

竟
山

方
家

正
之

　
呉

城
阪

井
呉

城
不

詳
234

鳴
帛

朱
文

方
印

石
1.0×

1.0×
3.0

な
し

不
詳

不
詳

235
由

定
戊

申
文

字
朱

文
方

印
木

2.5×
2.4×

2.8
袞

作
浜

村
蔵

六
（

五
世

）
不

詳

236
竟

山
己

卯
文

字
朱

文
方

印
石

2.7×
2.7×

2.5
寄

山
刻

不
詳

不
詳

237
六

十
六

歳
後

作
朱

文
長

方
印

石
2.3×

0.5×
2.2

な
し

不
詳

不
詳

238
丁

卯
朱

文
長

方
印

石
獣

1.5×
2.3×

4.0
な

し
不

詳
不

詳
239

足
吾

所
好

翫
而

老
焉

朱
文

長
方

印
石

神
獣

3.7×
2.5×

5.0
な

し
不

詳
不

詳
240

竟
山

翰
墨

朱
文

方
印

石
2.5×

2.5×
3.7

封
泥

渾
石

中
含

秀
勁

意
味

有
不

可
思

議
之

妙
　

非
工

力
深

邃
未

易
撫

儗
也

　
時

癸
亥

冬
至

節
銕

芝
記

金
鉄

芝
1923

241
張

子
虎

朱
文

長
方

印
石

神
獣

3.2×
1.5×

4.0
な

し
不

詳
不

詳
242

竟
山

七
十

歳
後

作
白

文
方

印
石

猫
2.0×

2.0×
6.3

翠
蔭

作
木

村
翠

蔭
不

詳
243

字
伯

固
朱

文
方

印
石

1.8×
1.8×

3.4
伯

固
詞

兄
雅

鑒
不

詳
不

詳

244
竟

山
朱

文
方

印
石

2.5×
2.5×

5.2
結

金
石

縁
之

一
　

竟
山

先
生

鑑
正

浜
村

蔵
六

（
五

世
）

1902以
前

245
山

本
由

定
無

恙
白

文
方

印
石

1.5×
1.5×

2.2
な

し
不

詳
不

詳
246

岏
由

定
印

白
文

方
印

石
獣

1.8×
1.8×

5.8
な

し
不

詳
不

詳
247

竟
山

白
文

方
印

石
1.8×

1.8×
5.5

光
緒

廿
九

年
二

月
六

日
　

山
陰

石
潜

呉
隠

刻
于

竟
山

先
生

文
房

得
漢

□
銅

印
□

呉
隠

1903
248

強
其

骨
白

文
方

印
石

獣
2.5×

1.8×
4.0

な
し

不
詳

不
詳

249
己

巳
朱

文
長

方
印

石
1.9×

1.2×
3.0

な
し

不
詳

不
詳

250
由

定
朱

文
方

印
石

1.8×
0.8×

3.0
な

し
不

詳
不

詳
251

護
封

白
文

方
印

石
神

獣
2.3×

2.3×
4.2

な
し

不
詳

不
詳

252
貞

堅
私

印
白

文
方

印
石

1.8×
1.8×

4.0
墨

荘
篆

不
詳

不
詳

253
碩

果
不

食
白

文
方

印
鉄

瓦
2.0×

2.0×
2.0

大
正

元
年

十
一

月
中

　
為

竟
山

先
生

作
　

石
禅

作
不

詳
1912

254
己

巳
朱

白
文

相
間

方
印

石
1.5×

1.7×
3.3

な
し

不
詳

1929
255

半
樵

谿
舎

白
文

方
印

水
晶

兔
2.0×

2.0×
2.0

な
し

不
詳

不
詳

256
長

楽
未

央
白

文
方

印
竹

根
3.0×

3.0×
3.3

雪
山

不
詳

不
詳
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257
由

定
私

印
白

文
方

印
銅

環
1.5×

1.5×
1.0

な
し

不
詳

不
詳

258
寸

心
千

古
朱

文
丸

印
銅

直
径

1.5×
1.7

な
し

不
詳

不
詳

259
王

音
白

文
方

印
古

璽
瓦

1.2×
1.1×

1.2
な

し
不

詳
不

詳
260

五
珠

／
／

古
文

銭
／

直
径

2.5
な

し
不

詳
不

詳
261

［
　

　
］

白
文

方
印

古
璽

鼻
1.3×

1.3×
0.5

な
し

不
詳

不
詳

262
［

　
　

］
白

文
方

印
古

璽
鼻

1.8×
1.8×

1.2
な

し
不

詳
不

詳
263

／
／

変
形

古
璽

／
／

な
し

不
詳

不
詳

264
［

　
　

］
朱

文
丸

印
古

璽
鼻

直
径

3.6×
0.5

な
し

不
詳

不
詳

265
竟

山
臨

本
朱

文
方

印
石

2.8×
2.8×

6.0
壬

子
冬

十
二

月
二

十
七

夜
挑

燈
剪

此
□

盦
再

誌
不

詳
1912

266
知

足
不

辱
朱

文
変

形
印

石
蝙

蝠
3.6×

3.1×
3.8

昭
和

戊
辰

歳
中

龢
月

　
仿

古
銅

器
銘

為
竟

山
先

生
大

人
高

属
併

乞
教

之
　

弟
彦

足
達

疇
邨

1928
267

抱
員

天
朱

文
長

方
印

石
3.0×

2.4×
5.5

な
し

不
詳

不
詳

268
岏

由
定

白
文

方
印

石
2.1×

2.1×
5.4

（
背

）
新

周
徐

星
州

不
詳

269
受

天
百

禄
白

文
変

形
印

石
竹

3.3×
3.3×

7.6
な

し
不

詳
不

詳
270

鳳
鳴

朱
文

丸
印

竹
環

直
径

2.0×
3.2

な
し

不
詳

不
詳

271
繇

朱
文

方
印

木
瓦

1.5×
1.5×

1.1
な

し
不

詳
不

詳
272

竟
山

朱
文

方
印

木
瓦

1.5×
1.5×

1.1
な

し
不

詳
不

詳
273

鳳
鳴

朱
文

長
方

印
木

1.8×
0.8×

4.5
な

し
不

詳
不

詳
274

山
本

繇
定

　
竟

山
朱

白
文

相
間

連
珠

方
印

石
神

獣
2.6×

1.3×
5.3

な
し

不
詳

不
詳

275
□

樸
朱

文
楕

円
印

石
神

獣
2.2×

1.0×
3.0

な
し

不
詳

不
詳

印
石

に
あ

る
文

字
（

印
文

、
側

款
）

は
、

破
損

箇
所

を
含

め
、

解
読

で
き

な
か

っ
た

字
は

□
で

、
解

読
不

能
箇

所
の

文
字

が
さ

だ
か

で
な

い
場

合
は

［
　

　
］

で
示

し
た

。
側

款
に

つ
い

て
は

、
読

み
や

す
い

よ
う

に
適

宜
字

間
を

空
け

、
改

行
箇

所
を

変
え

た
。

一
顆

の
印

石
に

複
数

の
款

が
あ

る
場

合
は

、
／

で
側

款
を

分
け

た
。

両
面

印
、

三
面

印
な

ど
多

面
印

の
場

合
は

、
①

、
②

、
③

な
ど

の
数

字
番

号
で

印
面

を
分

け
た

。
側

款
が

あ
る

場
合

は
、

関
連

の
側

款
に

同
じ

数
字

番
号

を
付

し
た

。
子

母
印

な
ど

複
数

の
印

石
が

含
ま

れ
る

場
合

は
A

、
B、

C
な

ど
の

英
字

で
印

章
を

分
け

た
。



四
五

本文で取り上げた竟山印章の印影（一部）

【 3 】 【 5 】 【15】

【33】【31】【23】【20】

【49】 【50】 【51】

【75】【60】【59】

【67】 【72】 【73】



四
六

【76】 【85】 【89】

【92】【91】【90】

【94】 【105】 【121】

【216】

【218】 【219】 【232】 【240】

【217】 【241】 【244】


